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洋
圏
の
平
和
と
安
全と
繁
栄
の
た
め
の
基本
構
想
を
踏ま
え

て 、
中
国に
対
する
長
期
的
な
国
家
戦
力
を
ど
う
策
定
する
か
φ
経
済
優

先
主
義
の
徹
底
は 、
社
会
主
議
体
制
と
両立
し
う
る
か
φ
日
中
経
済
関
係

は 、
日
中
の
体
制上
の
違い
を
よ
く

踏まえ
た
上で 、
協
力
を
進展さ
せ
る

こ
と
φ
中
国
か
ら
見
て 、
米
中
関
係
は
政
治
路
線
の
問
題で
あ
り 、
中ソ

関
係は
政
治
原
則
の
問
題で
あ
る
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品
コ
ロ

す
る

t
聞
の
平
和
と
笥定と

期
的
な
国
家
戦
略
を
策定
す
るこ
と 。

は 、
アジ
ア
太

を
胤ま
え
て
中
国に
対

一 ．
日

（一〉
近
年と
くに 、
こ
の
地
域で
の
ソ
連
軍
の
増
強
が
著
し
く 、
日
本を
始
め
西
側
諸
国
の
脅戚
と
なっ
てい
る。
同

地
域に
お
け
る
国
際関
係
の
枠
組
は 、
米ソ
中
日
の
四
カ
国関
係に
よっ
て
決
定
さ
れ
るこ
と
が
多い
か
ら 、
日
本

は
自
ら
の
国
際
的
責
任
を
自覚
し 、
①
日
米
関
係
の
強
化
を
図る
と
と
もに 、
②
中国
の
自
由
化
を
促
進
す
る
方
向

「
近
代
化」
を
助
け
る
と
い
う
基
本
線
の
下で 、
日
中
関
係
の
基
本
的
な
協
力
の
あ
り方
を
策定
すべ
きで
あ

で 、る
ハ二）
そ
の
際 、
世
界
経
済
の
牽引
車に
な
るこ
と
が
世
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
るこ
の
地
域
で 、
自
由
化
路
線
を
と
る

中
国
が 、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果た
し
う
る
の
か ＠
こ
れ
につ
い
て
の
分
析
的
研
究に
も
とづ
い
た
長
期ビ
ジョ
ン

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る。

わ
が
国
ほ
過
去に
おい
て 、
中
国に
異
常
な
ま
で
の
親
近
感
を
抱くこ
とに
よっ
て
そ
の
実
態
を
見
誤
り 、
失
敗



を
重ね
て
き
た。
日
本は
中
固
とつ
き
合
う
場
合、
是々
非々
の
強度で
冷
静に
対応
する
必
要
が
ある。

告！

権の

ふT謝ガ針
で
あ
る

縄開倒

と
岡到

し升引料剖引州制可則樹刷到細め
る
必
要
が
ある。
中
国の
動向
事測に

到司剖

制剖“

（一）
部
小
平
の
富
民
化
政
策は、
合
理
的
な
政
策で
あるこ
と
を
評
価
すべ
きで
ある。

〈二〉
し
か
し、
共
産
主
義
体
制
下で
近代
化が
達
成で
き
る
の
か
ど
う
か
が、
問
題
の
核
心
と
な
ろう。

とくに
A7後、
無
視で
きない
問
題
は、
①
個
人
の
所
得格
差
の
増
大に
よ
る
新しい
階級の
発
生、
②
党
の
腐

敗・
汚
職、
③
中
国
固
有の
家
産
官
僚
体
制の
根
強さ、
④
資
本
主
義
的
要
素の
導
入に
伴う
精
神汚
染の
諮
問
燭

で
あ
る。
こ
の
た
め、
現
政
権
と
文
革
左
派と
の
確
執は
不
可
避
と
予
想さ
れ
る．
来
年で
終
了
する
整
党の
行
方

が
注目
さ
れ
る。

（三〉
部
小
平
を
始め
と
する
最
高
指
導
部に
は、
正
規の
教
育
を
受
け
てい
ない
者が
多
く、
「
自
由
化」
につ
い
て

3 
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の
知
識
を
欠い
てい
る。
こ
の
面
か
ら
も、
自
由
化に
伴
な
う
混
乱は
避
け
難い。

（
四〉
軍も一
一勢
力
を
な
し
て
お
り、
そ
の
動
き
は
予
測
困
難で
あ
る。
部
小
平
は
軍
も
経
済
優
先
政
策に
従
うこ
と
を

命
じ
た
が、
各
地
区の
軍
司
令
官が
経
済
行
為
を
優
先さ
せ
独
自
の
力
をつ
け
た
場
合、

中央
政
府に
よ
る
統
括が

不
可
能に
な
ら
ない
か
懸
念さ
れ
る。

〈五〉
中
国で
は、
戸
別請
負
生
産
制
をとっ
て
も
土
地は
固
有で
あ
り、
法
律は
あっ
て
も、
党の
た
め
の
法
律で
あ

る。
こ
の二
点は、
当
面
中国
が
本質
的に、
共
産
主
義
か
ら
は
転換
し
え
ない
ネッ
ク
と
な
ろう。

イ
に
つい
て
は、
日

ま
え
た
上
司、

実
的
な

経倒i
技

術闘力引iA
く
り
面で
の
協
力を、

る。
日
中
の
4
制
上
の
遣い
をよ
く
踏

さ
せ
るこ
と
が
望
ま
しい。

（一）
中
国
市
場につ
い
て
は、
節
度
ある
対
応が
必
要で
ある＠
日
本
の
経
済力
は、
中
国の
経
済力に
比べ
て
圧
倒

的に
強い
の
で、
日
本
側
が
節
度
を
欠
け
ぼ
中
国の
開
放
経
済に
歪
み
とマ
イナス
面
を
もた
ら
すこ
とに
な
ろ

hつ。



（二）
日
中
経
済協
力
は、
ビ
ジ
ネス
ラ
イ
ク
を
基
本
袋勢に
すべ
きで
あ
る。
す
な
わ
ち、
日
本
側
の
条
件
が
十
分
受

け
入れ
ら
れ
な
け
れ
ば、
協力
を
拒否
す
るとい
う
強い
態度で
交
渉に
臨むこ
と、が
必
要で
ある。

日
中
合
弁企
業は、
た
と
え
日
中
投
資
保
証
協
定を
結んで
も
体制
面で
の
壁が
大
きい
ので、
日
本
側は
常に

リ
ス
ク
がつ
き
ま
と
うこ
とに
留
意すべ
きで
あ
る。

〈三）
部
胡
政
権に
と
り、
「
四つ
の
現
代
化
政
策」
は
至
上
命
令で
あ
る。
こ
れ
を
実
現
する
た
めに、
中
国は日
本

の
協
力
を
望ん
でい
る。
し
た
がっ
て、
日
本
側は
部
胡
政
檎に
対し
て、
「
強い
立
場」
に
あ
るこ
と
を認
識
す

べ
き
で
ある。

四．
中
国の
外
交
略と
米
中ソ
の
開に
つ
い
て

｜｜中
国
から
見て、

14A中
関
係は
政
治闘

の悶綱引同
あ
り、
中

ソ
関

あ
る。

（一）
中
国の
外交
戦
略は、
①
米ソ
等
距
離
外
交と
覇権
主
義反
対
を建
前に
し
て、
米ソ
か
ら
最
大
限
の
譲
歩
を
引

き
出
すこ
と、
②
第三
世
界諸
国
の
団
結と
中
国
の
指
導
的地
位
の
磁立、
③
「
四つ
の
近代
化」
促
進
の
手
段と

し
て
の
対
外
政
策
の
展
開で
あ
る。

5 
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つ
ロ

米中
関
係につ
い
て
は、
レ
ー
ガン・
シュ
ル
ツ
外
交
路
線が
維持さ
れ
れ
ば、
米
国は
今
後
も
対アジ
ア
政
策

に
おい
て、
「
地
政
学
重
視」
の
政
治
経
勢か
ら、
自
由
と
民
主
主義
の
擁護
を
諮っ
た
「
思
想・
価
値
観
重
視』

の
政
治
姿
勢
を
存
続さ
せ
るで
あ
ろう。

両
国
の
体
制が
基本
的に
異
なっ
てい
るの
で、
米
中
接
近に
は
自
ず
と
限
界が
あ
る．
軍
事
協
力に
つ
い
て
も

米
中
双
方に
制
約が
ある，

会一〉
中ソ
関
係につ
い
て
は、
党レベ
ル
に
ま
で
関
係
改
善が
進
む
の
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る。

（

提

言

責

任
日

八

十

年

代

ビ

ジ
ョ

ン

の

会

ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ
〉
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《
中
国プ
lム
の二
つ
の
特
徴》

最
近、
日
本で
は、
ある
種
の
中
国フィ
iパ
i
が
発
生し

てい
る。
私は
今
回の
フィ
lパ
ー
を
「
第三
次
中
国
熱」
と

呼ん
で
い
る。
七
0
年
代
初
頭
の
米
中
接
近、
日
中
国
交正
常

化に
伴
う
第一
次
中
国ブ
iム。
七
八
年二
月
の
日
中
長期
貿

易
取
り
決め、
およ
び
八
月
の日
中
平
和
友
好
条
約の
時
期の

第二
次
中
国プ
lム。
私は
当
時、
こ
の
覇
権
条項
入
り
の
条

約が
で
さ
るこ
とに
対し
て、
か
な
り
異
議
を
挟んだ。
最
近

で
は、
当時
を
担
当さ
れ
た
高
島
外
務
次
官
も、
「
覇
権
条
項

を
入れ
たこ
と
は
間
違っ
てい
た
の
で
は
ない
か」
とい
うこ

東
京
外
国
語
大
学
教
授

向島

嶺

雄

中

と
を
あ
る
新
聞で
話さ
れ
てい
た。
そ
し
て、
い
ま
第三
次
中

国プ
lム
が
訪れ
てい
る。

今
回
の
ブ
l
ム
の
特
徴
は、
中
国
国
内
の
経
済
活性
化
政

策、
および
対外
経
済開
放
の二つ
の
大
き
な
方
向に
リン
ク

し
てい
るこ
とで
あ
り、
い
わゆ
る
「四つ
の
現
代
化』
とい

う
国
家目
標
の
中で、
中
国
経
済が
非
常に
活気づ
い
てい
る

こ
と
と
関
連し
てい
る。
し
か
し、
中
国は
巨大
な
市
場で
あ

る
とい
う
の
は、
一
種
の
幻
却で
は
ない
か
と
思う。
こ
のこ

と
は
後で
説
明
する。

も
う一
つ
の
大
き
な
特
徴は、
中
国が
かつ
て
部
小
平に
冠

せ
ら
れ
た
枕
詞「
資
本
主
議の
道
を
歩む
実
権派』
、
つ
ま
り7 



「
走
資
派」
と
い
うレッ
テ
ル
そ
の
ま
まに、
一
見
資
本
主
義

的要
素
を
大
幅
に
導
入し
て、
マ
ル
クス・
レ
！ニ
ン
主
義を

放
棄せ
ん
がご
と
く
の
最近
の
すう
勢
が
見
え
る
とい
うこ
と

で
あ
る。
つ
ま
り、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義へ
とい
う
進
歩

的
な
歴
史
観
と
は
逆に、
一
一種
の
逆
説
的
な
歴
史の
旋
回が
行

な
わ
れつ
つ
あ
る
の
で
は
ない
か
とい
う
よ
う
な、
中
国の
現

実
に
基
づ
く、
中
圏
西
側
化へ
の
期
待
と
考え
て
良い
と
思

－つ。《
教
条的な
共
産
主
義か
ら
の
脱
皮
は
必
然》

確
か
に、
中
国
西
側
化へ
の
期
待
は、
待
望
久しい
も
の
で

あっ
た
と
思
う。
中
国
の
も
ろ
も
ろ
の
現
実
の
中
か
ら、
自
分

た
ち
に
都合
の
良い
傾
向
を
抽
出し
た
が
る
西
側
のリ
ー
ダ
ー

や企
業
家に
とっ
て、
昨年
の一
二
月七
日
の
『
人
民
日
報』

の
社
説
で、
「マ
ル
クス・
レ
iニ
ン
主
義の
当
時
の
著
作か

ら
は、
我々
の
当
面
の
問
題
の
解
決
を
求め
るこ
と
が
で
き
な

い」
と
書か
れ
たこ
と
な
ど
は、
まさ
に
中
圏
西
側
化へ
の
期

8 

待に
ぴっ
た
り
添う
も
の
で
あっ
た。
し
か
し、
翌
日
の
『
人

民
日
報』
で、
「
全て」
とい
う
言
葉が
ミ
ス
プ
リン
トで
欠

落
し
てい
た
と
い
う
訂正
が
あっ
た
よ
う
に、
中
圏
内
部で
も

ま
だ
ま
だ
議
論が
残っ
てい
る。
私
が
見
る
限
り、
中
国は
資

本
主
義
的
要
素の
導
入
を
手
段と
し
て、
教
条的
なマ
ル
クス

・
レ
lニ
ン
主
裁か
ら
脱
し
よ
う
と
し
てい
る。
し
か
し、
社

会
主
識は
今
後ど
の
国で
も、
従
来
の
よ
う
な
教
条
的
なマ
ル

クス・
レ
lニ
ン
主
義で
現
実
の
社会
を
運
営
するこ
と
は
で

き
ない
の
で、
さ
ほ
ど
画
期
的なこ
と
と
は
思え
な
い。
し
た

がっ
て、
『
人
民
日
報』
そ
の
他
を
通じ
て
中
国
を
見てい
る

者に
とっ
て
は、
共
産党
政
権下の
国
家で
ある
中
国が、
こ

の
ま
ま
西
側
化
する
と
は
と
て
も
思
え
ない。

確
かに、
中国
市
場
を
見る
と、
最
近で
はテレ
ビ
を
始め

と
する
電
化
製
品、
耕
作
用
の
トラ
ク
タ
ー、
オ
ー
トバ
イ
等

の
日
本の
製
品が
市
場に
出てい
る＠
現に
日
本の
テレ
ビ
も

よ
く
売
れ
てい
る＠
こ
れ
は
そ
れ
な
りに
結
構
なこ
と
だ

が、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト、
企
業家の
発
想
の
論
理の
背景に
は、
「一

O
億
もの
人
がい
る
のだ
か
ら、
テレ
ビ
だっ
てど
れ
ほ
ど
売



れ
る
か
わ
か
ら
ない」
とい
う
極め
て
単
純
な
見
方が
ある
よ

う
な
気
が
する。
今日
の
中
国は、
長い
冬
が
終り
よ
う
や
く

春が
訪れ
た
とこ
ろで
ある。
経
済
活
性化
自
体は
良い
こ
と

だ
と
思
う
が、
言っ
て
みれ
ば、
従
来の
毛
沢
東型
の
「
貧
困

のユ
ー
ト
ピ
ア」
を
脱
し
て、

急激
に
経
済
活
性化に
走
り
出

し
た
とこ
ろで
あ
る。
い
わ
ば
「
花
見
酒の
経
済」
に
浮か
れ

てい
る
状
況
な
ので
ある。
こ
こ
に
焦
点
を
当てて、
中
国の

将
来
を
考え
る
と
し
た
ら、
大
き
な
誤
ち
を
犯
すので
は
ない

か
と
思う。

《
外の
抑
制
が
必
要
な
中
国
経
済

｜｜
日
本
側は
節
度
ある
対
応
を》

中
国の
経
済
は、
当
面
か
な
り
伸び
る
と
思う
が、
そ
れ
は

こ
れ
ま
で
の
四
半
世
紀
が
あま
りに
も
低い
成
長で
あ
り
す
ぎ

た
か
らで
ある。
後
発
園の
場
合に
は、
ほ
ぽ
どこ
に
で
も
見

れ
る
現
象だ
と
思
う。
む
し
ろ、
日
中一
人
当た
りのG
N
P

が
四
O
対一
とい
う
大
き
な
格
差
が
あるこ
と
を、
いつ
も
着

目
して
おく
必
要
が
ある。
我々
が
中
国と
密接
な
経
済
関
係

を
結べ
ば、
明ら
かに
日
本の
経
済
力に
よっ
て、
中
国
大
陸

は
瞬く
聞に
席巻さ
れ
て
し
まい
かね
ない
ほ
ど、
日
本
経
済

は
中
国に
対
し
て
強い。

一
方、
近
代
化とい
う
大
き
な
目
標の
た
めの
基
礎
的
な
部

分
（
イン
フ
ラ
部
門、
基
本
建設
投
資、
教育
水
準の
向
上、

技
術
交
流、

人づ
く
り、
電
力エ
ネル
ギ
ー
部
門、
交
通
運
輸

部
門）
等の
整備
は、
二
5
三
年の
課題で
は
な
く、
五
03

一
O
O
年
と
い
う
課
題
に
おい
て
達
成
すべ
き
もので
あ
る

し、
そう
な
ら
ざ
る
を得
ない
と
思う。
こ
の
よ
う
なギャ
ッ

プ
が
日
中
聞
に
は
ある。
経
済
的に
日
本
が
強い
の
で、
我
が

国
の
方に
節
度と
配
慮が
な
く
中
国に
出てい
く
と、
逆に
今

日
の
開
放
経
済
体
制の
歪
みやマ
イナス
面
を
助
長
するこ
と

に
な
る。

中
国
人は、
マッ
クス
ウェ
パ
i
の
言
葉
を
引
用
する
まで

も
な
く、
一
面は
大
変
禁
欲
的で
忍
耐
強い
のだ
が、
同
時に

非
常に
勘
定
高く
金
銭
感
覚に
聡い
民族で
あ
る。
毛・沢
東
時

代の
禁
欲
主
義
は、
言わ
ば
教育と
イデオロ
ギ
ー
に
よっ
て9 



存在
し
た
のだ
か
ら、
そ
の
た
がが
外
れ
た
と
きに
は、
一
挙

に
欲
望、
金
銭
欲、
拝
金
主
識
の
方
向
に
走
る
可
能
性が
あ

る。
現
実に、
経
済
的
実
力に
不
相
応な
形で
消費
生
活を
豊

かに
し
よ
う
と
す
る
状
況が
出
始め
てい
る。
こ
れ
は
中
国
経

済
全
体
のパ
フォ
ーマ
ン
ス
を、
非
常に
歪
んだ
も
の
に
す
る

可
能
性
が
ある＠
ま
た、
社
会
資
本の
蓄
積
がで
き
ない
ま
ま

金を
使い
出
すとい
うこ
と
で、
非
常に
上
滑
り
な
社
会に
な

る
可
能
性
が
ある。

こ
の
よ
う
な
懸
念につ
い
て
は、
中
国
側
も
最
近
気が
付
き

始
め
た。
先
日
五
島
昇
日
商
会
頭
に
会っ
た
銚
依
林
副
首
相

も、
「
従
来の
よ
う
な
高度
成
長は
無
理で
ある＠
そ
ろそ
ろ

抑
制し
な
け
れ
ばい
け
ない」
と
言っ
てい
た。
最
近、
中
国

は一
四パ
ーセン
ト
台
の
高い
経
済
成
長
を
続け
て
き
た
が、

今後
は
ど
う
見て
も
無
理で
ある。
こ
の
よ
う
なこ
と
を
やっ

てい
る
と、
む
し
ろ
開
放
経
済は
破
綻
し
て
し
ま
う。
少な
く

と
も七パ
ー
セ
ン
ト
台に
落ち
着か
な
け
れ
ば、
国
家
財
政
の

赤
字、
イン
フレ
の
昂
進
等に
直
面
するこ
と
は
言
う
ま
で
も

ない。
こ
の
ま
ま
外
国
開
放
経
済とい
うこ
と
で、
外
国か
ら
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物
を
買い
続
け
る
と、
日
中
貿易
を
例に
とっ
て
も
わか
る
よ

うに、
中
国
側の
赤
字
傾
向が
非
常に
懸
念さ
れ
る
よ
うに
な

る。一
方
中
国は、
最
近外
貨
を
溜
め
てい
て、
数
年
前は二
O

億
米、ドル
前
後で
あっ
た
の
が、
最
近で
は一
七
05
二
O
O

億
米
ドル
と
言わ
れ
てい
る。
し
か
し、
人口一
O
億
の
巨
大

な
国
家と
し
て
考え
る
と、
こ
の
程
度の
外
貨は
す
ぐに
吹
き

飛
んで
し
ま
う
し、
こ
の
点で
も
中
国は
抑
制し
始め
な
け
れ

ばい
け
ない。
七八
年の
第二
次
中
国プ
lム
の
と
き
は、
中

国
側
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
キャ
ン
セ
ル
とい
う
大き
な
打
撃に

よっ
て、
我
が
国の
企
業
は
中国プ
lム
に
水
をさ
さ
れ
た。

現
在
の
ま
ま
突っ
走っ
て
行くと、
当
然
七
八
年の
よ
う
なこ

と
も
あ
り
う
る。

中
国の
老
練の
経
済指
導
者で
ある
陳
雲
氏、
銚
依林
副
首

相
等の
人々
は、
縮
小
均
衡
型の
オ
ー
ソ
ドッ
クス
な
社
会
主

議
計
画
経
済
を
あく
ま
で
もべ
lス
に
する
人々
で
ある＠
枠

組
み
は
あ
く
ま
で
も
社
会
主
義で
あ
り、
今
の
よ
う
なこ
と
を

やっ
てい
る
と、
そ
の
枠
組
み自
体
が
崩
れ
て
し
まい、
ひ
い



て
は、
中
国
共産
党
存立
の
基
盤
自
体が
危
く
な
る
とい
う
懸

念
を
彼
らは
持っ
てい
る
と
思
う．
し
た
がっ
て、
八
六
年か

ら
の
第
七
次五
か
年
計
画は、
おそ
ら
く
安
定
成
長
型に
な
る

で
あ
ろ
う。
胡
喬
木
政
治局
員は、
最
近
の一
連の
金
賞け
主

義、
拝
金
主
議
等に
対
する
風
潮
を
非
常に
批
判し
てい
る。

こ
の
よ
う
なこ
と
を
我々
は
押さ
え
て
おく
必
要
が
ある
と
思

－つ。《
中
国で
し
か
通
用
し
ない
経
済
論
理》

そ
れ
か
ら、
経
済
活
性化
の
問
題だ
が、
ま
ず対
外
経
済に

つ
い
て
見てい
き
たい＠
た
と
え
ば、
合
弁企
業
をつ
く
る
場

合、
半
分
ずつ
出
資
を
す
る
わ
け
だ
が、
中
国
側
が
出
す
土

地、
建
物につ
い
て
ほ、
中
圏
内
部の
値
段
と
比べ
る
と、
不

当に
高い
値
段
をつ
け
てい
る。
そ
し
て、
自
分
た
ち
は五
0

．
パ
ー
セン
ト
出し
た
か
ら、
日
本は、
資
金、

設備、

材料、

技
術
を
出
すべ
きだ
と
言う
の
だ
が、
こ
れ
で
は
合
弁企
業
は

発
展し
ない。
合弁
の
期
間
も一
05一
五
年と
決
まっ
てい

ー

て、
延
長
し
て
欲
しい
とい
う日
本
側の
要
望に、
まだ
中
国

は
答
え
てい
ない。
現
在
中
国に
ほ
約八
O
O社
の
合
弁企
業

が
ある
が、
そ
の
内五
O
社
前
後が
日
本の
企
業と
合弁
し
て

い
る。
こ
の
よ
う
な
状
況で
は、
そ
う
簡
単に
合
弁企
業
をつ

く
る
わ
けに
はい
か
ない．

私共
の
研
究
室で
も一
度
合
弁企

業
の
実
態
をい
ろい
ろと
調
査し
た
が、
な
か
な
か
条
件
が
合

わ
ない
し、
合っ
て
も
将
来に
希
望
が
少ない。

そ
れ
か
ら、
外
国
企
業が
中
国に
駐
在
員
を出
す
が、
駐
在

員
の
事
務
所
代、が
非
常に
高い＠
た
と
え
ば、
厨
房
設備
の
な

い
よ
う
な
粗
末な
部
屋で一
日六
O
元、
支
店
長ク
ラス
だ
と

一
日
三
O
O
元
も
取ら
れ
る。
こ
れ
は
中
国
人の
数か
月の
給

料に
当た
る。
日
本で
外
国
の企
業に
対
し
て
そ
の
よ
う
なこ

と
を
や
れ
ば、
大
変な
問
題に
な
るだ
ろ
う。
こ
れ
は一
種
の

二
重
価
絡で
あ
る。

ま
た
観
光
旅
行
も
非
常に
高い。
二
5
三
週間
中
国
を
旅
行

す
る
だ
け
で、
四
05
五
O
万
円は
取ら
れ
る＠
つ
ま
り、
中

国
以
外で
は
通
用
し
ない
経
済の
論
理が
あ
る。
そ
うい
う
過

保
護
と
甘
え
の
構
造
の
上
で
中
国
は
外
貨
を
獲
得
し
て
い11 



る
そ
れ
か
ら 、
中
国
の
外
貨
蓄
積の
大
き
な
原
因で
あ
る
対
外

貿
易
は
非
常に
伸び
てい
て 、

輸出
入
の
合
計
が
五
O
O億
ド

ル
を
越え
て
い
る。
し
か
し 、
日
本
の
貿
易
総
額と
比ベ
て
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に 、
一
O
億
の
人
口
を
持つ
国
家と
し
て

は 、
ま
だ
ま
だ
少ない 。
し
か
も 、
最
近中
国
は
食
糧
を
輸
出

し
始
め
た
とい
う
の
だ
が 、
こ
れ
は
飢
餓
輸
出 、
戦
略
的
輸
出

で
あ
る＠
そ
れにつ
い
て
は 、
挑
依
林
副
首
相
が 、
「
当面
中

閣は 、
食
糧
輸
出国
に
は
な
り
え
ない」
と
すで
に
言
明
し
て

い
る＠
そ
も
そ
も八
億
人
の
農
民がい
て 、
一
O
億
人に
食
糧

を
供
給で
き
る
かど
う
か
とい
う
状
況で
あ
る。
ア
メ
リ
カ
の

場
合 、
農
民
は
五
O
O
万
人
し
かい
ない
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

二
億
人
の
国
民に
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
食
糧
を
供
給し
てい
る＠

故に 、
農
業
国
家と
し
て
の
中
国
は 、

途方
も
な
く

立
ち
遅
れ

てい
る
とい
うこ
とで
あ
る。

《
中
国
は
巨
大な
市
場とい
う
錯
覚》

12 

そ
れ
か
ら 、
私
が
冒
頭で
申し
上
げた 、
「
中
国
が
巨
大
で

あ
る
と
い
うマ
ー

ケッ
ト

論
ほ 、
一
種の
錯
覚で
は
ない
か』

と
い
うこ
と
を
説
明し
た
い 。
た
と
え
ば 、
こ
れ
は
日
本
人
が

よ
く
陥
る
錯
覚だ
が 、
万
里
の
長
城に
登
れ
ば 、
誰
もが
悠
久

の
中
国
の
歴
史
を
思い 、
そ
の
巨
大さ
に
圧
倒さ
れ
る。
ν
ル

クロ
ー
ド

の
遺
跡
を
訪れ
れ
ば 、
ロ
マ
ン
ティ
ッ
ク
な
思い
に

授
るこ
と
が
で
き
る 。
し
か
し 、
こ
れ
は
数
百年
前
の
歴
史
的

な
文
物で
あ
り 、
現
在の
中
国
社
会
と
は
無
関
係で
あ
る ＠
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
人は 、
そ
れ
と
中
国
社
会
の
現
実
を

重
ね
合
わ
せ
て 、
「
中
国
は
偉
大
で
あ
る」
とい
うこ
と
に

なっ
て
し
ま
う 。
巨
大なマ
ー

ケッ
ト

論
は 、
こ
れ
と
同
じ
よ

う
な
錯
覚だ
と
思
う 。

今
日
の
中
国は
人口
が
大
変
多
く 、
人口
圧
力
も
大
き
な
問

題で
あ
る ＠
可
耕
地
面
積に
直せ
ぼ
日
本
の
三・
七
倍 、
耕
作

面
積だ
と
三
倍し
か
ない 。
そこ
に
日
本
の一
O
倍
の
人口
が

存
在
し
てい
る
とい
うこ
と
は 、
万
里
の
長
城か
ら
見
た
り
す

る
悠
久
の
ス
ケ
ー

ル
と
は
違っ
て 、
現
実
の
中
国
は 、
わ
ず
か

な
場
所に
人
がひ
し
めい
てい
る
とい
う
こ
とで
あ
る。



そ
れ
か
ら 、
中
国
人
は
頭
が
良い
し 、
誇
り
高い
民
族で
あ

る
か
ら 、
い
つ
ま
で
も
外
国か
ら
物
を
買
うこ
と
は
し
ない 。

西
側
は 、
あ
く
ま
で
も
用い
る
対
象
と
し
か
考
え
てい
ない
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い 。
た
と
え
ば 、
アヘ
ン
戦
争の
結

果 、
香
港
を
領
有し
たヘ
ン
リ
i・

ポッ
ティ
ン
ジャ
i

初
代

総
督は 、
『
ラン
カ
シャ
の
紡
績
業
者
た
ち
が 、
一
生
靴
下
の

材
料
を
提
供
し
て
も
間に
合
わ
ない
ほ
ど 、
中
国は
巨
大で
あ

る』
と
言っ
た
が 、
そ
れ
は
幻
想
に
終っ
た 。
最
近の
論
理

は 、
こ
の
よ
う
な
繰
り

返
し
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す

る
《
中
国に
甘い
日
本》

次に 、
最
近
の
中
国
フィ
lパ
i

で
気づ
か
れ
てい
ない
点

に 、
日
中友
好のコ
ス
ト

の
問
題 、が
あ
る。
我々
は
知
ら
ず
知

ら
ずの
う
ち
に 、
中
国
を
甘
え
の
構
造
と
過
保
護の
下に
おい

てブ
lム

に
走っ
てい
る。
特に
日
本で
は
競
争が
激
しい
た

めに 、
中
国
か
ら
操
作
さ
れ
易い
とい
う
問
題
が
あ
る。
こ
れ

は 、
ア
メ
リ
カ
と
比
較し
た
場合に
はっ
き
りし
て
く
る 。

ア
メ
リ
カ
の
銀
行は 、
北
京と
同
時に
台
湾に
も
支
店
を
置

い
てい
る。
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
銀
行は 、
そ
の
よ
う
な
措
置

は
とっ
てい
ない 。
第一
勧
銀 、が
今まで
台
湾に
支
店
を
出
し

てい
た
が 、
最
近
台
湾の
政
府
系
の
プロ
ジェ
ク
ト
に
融
資
を

し
た
とい
うこ
と
で 、
北
京
か
ら
さつ
い
お
炎
を
す
え
ら
れ
て

い
る。
こ
れ
は
銀
行
の
み
な
ら
ず 、
マ
ス
コ
ミ
も
同じ
で
あ

る。
新
聞
協
定
以
来 、
ニ
ュ
ーヨ
ー

ク・
タ
イム
ズ
な
ど
は
北

京に
も
台
湾に
も
特
派
員
を
派遣し
てい
る
が 、
日
本は
サン

ケ
イ
新
聞
以
外は
北
京に
支
局
を
出
せ
な
い 。

台
湾
問
題
と
い
う
の
は 、
基
本
的
に
は
中
国
人
がつ
くっ

た 、
中
国
人
自
身
が
解
決
すべ
き
内
政問
題で
あ
る ．
そ
れ
を

我々
が
ど
ち
ら
か
に
肩入
れ
を
する
とい
うこ
と
自
体が 、
実

は
中
国の
内
政問
題
に 、
我々
がコ
ミッ
ト
し
てい
るこ
と
な

の
で
あ
る 。

本来 、
日
本
と
し
て
は 、
中
国に
も
台
湾に
も
等

距
離で
あ
るべ
きで
あ
る 。
そ
れ
が 、
中
国
民
族の
自
主
性
を

尊
重
す
るこ
とで
あ
る
と
思
う 。
仮に 、
中
国に
対
し
て
蛾
罪

す
る
と
か 、
戦
争
責
任
を
と
る
と
か
言う
の
な
ら
ば 、
台
湾に13 



対
し
て
も
同
じ
よ
うに
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない＠
最
近
の
極
端

な
例
は、
亜
東
関
係協
会の
馬
樹
種
氏が
帰
国
し
た
と
き
の
報

道の
仕
方で
ある。
日
本と
台
湾と
の
貿
易
量
は、
ほ
ぽ
中
国

本土
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
額
で
あ
り、
一
日
約二
五
O
O
人の

往
来
が
ある。
そ
の
台
湾の
馬
樹
種
氏
、が
国
民
党の
秘
書
長に

なっ
て
帰
国
さ
れ
る
と
い
う
と
き
に、
サン
ケ
イ
新
聞
以
外

は、
ほ
と
ん
ど
外
電
を
通じ
て
そ
の
報
道
を
流
し
てい
る。
亜

東
関
係
協
会に
連絡
すれ
ば、
すぐに
こ
の
よ
う
な
記
事は
書

け
る
わ
け
で
あ
る。
つ
ま
り、
日
本の
ほ
と
ん
ど
のマ
ス
コ
ミ

が
北
京に
気
兼
ね
し
て、
そ
れ
を敢え
て
し
な
かっ
た
とい
う

こ
と
で
ある。
ここ
ま
で
日
本
人
は
卑
屈に
なっ
てい
る。

一
方、
中
国の
要
人
や
幹
部
の
死亡
記
事は、
党
中
央委
員

ク
ラス
で
も
日
本の
新
聞は
必
ず報
道
す
る。
日
本の
国
会
議

員、が
亡
く
なっ
て
も
『
人
民日
曹
が
報
道
し
ない
の
は、
プ

レ
ス
の
性
格
上
や
む
を
え
ない
に
し
て
も、
日
本の
新
聞は、

あ
ま
りに
も
中
国
記
事
をオ
ーバ
ー
に
取
り
扱い
す
ぎる
の
で

は
ない
か。
こ
の
よ
う
な
著
しい
非
対
称性ほ、
中
国に
対
す

る
過
保
護、
あるい
は、
腫
物に
触れ
る
よ
う
な
無
理
な
日
中
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関
係
形成
の
な
せ
る
業で
は
ない
か
と
思う。
こ
の
点で
もア

メ
リ
カ
の
場
合は
フ
ラン
ク
だ
と
思う。

銀
行
の
問
題に
し
て
も、
中
国の
開
放
体
制に
よっ
て、
日

本
の
銀
行
の
支
店、が
で
き
れ
ば、
そこ
で
ど
ん
ど
ん
商
売が
で

き
る
か
の
よ
うに
報
じ
ら
れ
る
が、
日
本の
銀行は、
人
民
元

に一
切
触れ
るこ
と
はで
き
ない
の
だ
か
ら、
そ
う
簡単に
は

い
か
ない。

前
日
も、
中
国
で
株
式
が
発
行
さ
れ
る
と
新
聞に
出
てい

た。
い
かに
も
中
国に
兜
町が
で
き
そ
う
な
感じ
で
書
か
れ
て

い
た。
こ
れ
は
農
業協
同
組
合をつ
く
る
と
きに、
農
民
の
人

た
ち
が
株
を
持つ
こ
とに
す
ぎない
の
で
あっ
て、
中
国に
株

式
市
場がで
き
る
な
ど
と
考え
た
と
し
た
ら、
と
ん
で
も
ない

認
識の
誤
りで
ある＠

日
中
関
係
を本
当に
考
え
るな
ら
ば、
第二
の
中
国プ
lム

の
結
果で
き
た
宝
山
製
鉄
所が、
今
日に
至
る
ま
で一
一塊
の
鉄

も
生
産で
き
てい
ない
とい
う
苦い
教訓
を、
双
方
が
学び
合・

うこ
と
か
らス
タ
ー
トし
な
けれ
ばい
け
ない
と
思う。



《
同
床
異
夢
の
米
中
関
係》

そ
れ
と
の
関
連で 、
最
近の
国
際
関
係 、
特に
米
中ソ
関
係

につ
い
て
概
観さ
せ
て
頂き
たい 。

米
中
関係で
大
変
象
徴
的で
あっ
た
出
来
事
は 、
昨
年四
月

のレ
ー

ガン
大
統領
の
訪
中で
あ
る ＠
レ
ー

ガン
大
統
領の
訪

中は 、

米中
新
時
代と
称え
ら
れ
た
が 、
レ
ー

ガン
演
説の
肝

心
な
部
分 、
つ
ま
り
自
由
社
会
の
尊
厳
を
説い
た
部
分は 、
全

部
中
国に
よっ
てカッ
トさ

れ
た 。

そ
れ
は
と
も
か
く 、
レ
ー

ガン
大
統
領
訪
中
の
目
玉
は 、
米

中
原
子
力
協
力
協
定
で
あっ
た ．
し
か
し 、
そ
れ
は
今日
に

至っ
て
も
批
准
発
効さ
れ
てい
ない 。
今アメ
リ
カ
に
は 、
七

九
基
の
原
子
力
発
電
のス
テ
ー

ショ
ン
が
あ
る
が 、
そ
れ
は
全

部
七
0
年
代
の
石
油
危
機
以
来
で
き
た
も
の
で 、
現
在
で

は 、
新規の
受
注は
ゼロ
で
あ
る 。
む
し
ろキャ
ン
セ
ル
が
増

え
てい
る ＠
ア
メ
リ

カ
の
業
界と
し
て
は 、
不
況に
陥っ
てい

る
の
で 、
何と
か
し
て
中
国に
原
子
力
発
電
所
をつ
く
り
たい

と
思っ
てい
る 。
一
方 、
中
国
側と
し
て
も
原
子力
発
電
所
を

つ
く
り
たい
の
だ
が 、
アメ
リ
カ
の
査察
を
拒んで
い
る 。
こ

れ
が 、
原
子
力
協
力
協
定が
今日に
至
る
ま
で
批
准
発
効し
な

い
大
き
な
理
由で
あ
る ．
だ
か
ら
中
国は 、
何
も
ア
メリ
カ
だ

けで
は
な
く 、
日
本 、
フ
ラン
ス 、
西
ド
イツ 、
あるい
は
最

近の
中ジ
正
常化
の
波に
乗っ
て 、
ソ
連
と
も
原
子
力
協
力
協

定
を
結
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
なっ
て
き
て
い
る 。
こ
の
よ
う

に 、
一
見
友
好
と
思
わ
れ
る
米
中
関
係
も 、
中
を

割っ
て
み
る
と
そ
う
簡単で
は
ない 。

次に 、
米
中
の
軍
事
協
力
の
問
題 、が
あ
る 。
今
年の
四
月

に 、
大
連に
ア
メ
リ
カ
の
戦
艦 、が
寄
港
す
る
とい
う
話
も
ある

が 、
果
た
し
て
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ない 。
ち
な
みに 、
久し

ぶ
りに
ソ
連
の
客
船が
上
海に
入
港し
てい
る 。
中
国と
し
て

は 、
ア
メ
リ
カ
の
先
端技
術
が
欲
しい 。
し
か
し 、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
中
国
の
軍
事シ
ス
テム
の
補完 、
あ
るい
は
補
強
材

料と
し
て
用い
たい
わ
けで
ある 。
アメ
リ
カ
が
考え
てい
る

よ
う
な 、
中
国
の
軍
事ν
ス
テム
の
アメ
リ
カ
化
を
計るこ
と

に
対し
て
は 、
人
民
解放
軍の
中に
か
な
り
の
抵
抗
が
ある
よ

う
な
気が
す
る ＠
ま
さ
に 、
毛．沢
東
思想で
教え
ら
れ
て
き
た15 



人
民
解
放
軍の
伝統
か
ら
す
れ
ば 、
そ
こ
ま
で
はい
け
ない
と

い
う
限
度
が
あ
る
と
思
う 。
つ
ま
り 、

米中
関
係は 、
ア
メ
リ

カ
と
中
国と
の
同
床
異
夢
な
の
で
あ
る 。
こ
れ
は
当
分
続
く
と

思
わ
れ
る
が 、
そこ
に
はい
ろい
ろ
な
問
題が
出
て
く
る 。
米

中
関
係
は
日
中
関
係
と
は
違っ
て 、
大
変
フ
レッ
シュ
な
の

で 、
そ
れだ
け
ナ
イ
ー

ブ
で
あ
る 。
最
近の
ア
メ
リ
カ
を
見
て

い
る
と 、
果
た
し
て
どこ
ま
で
中
国
分
析
をし
てい
る
の
か 、

疑
問で
あ
る 。

《
対
立
よ
り
修
復に
向か
う
中ソ
関
係》

一
方 、
米
中
関
係
の
裏
側に
あ
る
中ソ
関
係だ
が 、
ご
承
知

の
よ
う
に
昨
年一
二
月に
ア
ル
ヒ
ポ
フ
第一
副
首
相
が
訪
中し

た 。
彼
の
訪
中は 、
政
治
的
意
識
を
持っ
た
訪
中で
あ
り 、
単

に
経
済
的
側
面に
限
ら
な
かっ
た ＠
そ
れ
か
ら 、
ア
ル
ヒ
ポ
フ

氏が
訪
中し
てい
る
と
きに 、
一
九六
O
年に
ソ
連
の
技
術
者

がハ
ル
ピ
ン
か
ら
引
き
上
げ
て
以
来
初
め
て 、
ソ
連はハ
ル
ピ

ン
に 、
五
0
年
代の
プ
ラン
ト
を
更
新
す
る 、
あるい
は
修
理
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す
る
た
め
の
代
表
団
を
送っ
てい
る e
こ
れ
は
今日
の
中ジ
関

係
を
象
徴
的に
物
語っ
てい
る
の
で
は
ない
か
と
思
う ＠
同
時

に 、
中
国
側
か
ら
出
て
き
た
人々
は 、
陳
雲 、
銚
依
林 、
薄一

波と
い
う 、
ど
ち
ら
か
とい
え
ば
開
放
政
策に
批
判
的だ
と
思

わ
れ
る
人々
が
出
て
き
てい
る 。
つ
ま
り 、
中
国
の
奥の
方に

は 、
や
は
り
社
会
主
義
とい
う
大き
な
部
屋
が
あ
り 、
そこ
に

ア
ル
ヒ
ポ
フ
氏
が
飛
び
込
ん
で
いっ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る 。
そ
し
て
中ソ
聞に
は 、
長
期
貿
易
合
同
取
り
決
め
や
経
燐

技
術
協
力
協
定 、
あ
るい
は
同貿
易
委
員
会
も設
置さ
れ
る
よ

う
に
なっ
た 。
し
か
し 、
中ソ
関
係
は
ま
だ
緒につ
い
た
ば
か

りだ
か
ら 、
今
後
大
き
な
発
展が
ある
と
思
う 。

た
と
え
ば 、
現
在
中
ソ
聞に
は
三
本
の
鉄
道 、が
通っ
てい

る ，
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
ウ
ラ
ジ
オス
トッ
クに
行
く
中
ジ
鉄
道 。

マ
ン
チュ
i
り
か
らシベ
リ
アにつ
な
が
る
旧
満
鉄 。
内モ
ン

ゴ
ル
か
ら
外モ
ン
ゴ
ルへ
行
く

鉄
道 。
い
ず
れ
もνベ
リ
ア
を

経
由し
て
行
き 、
もっ
と
西シベ
リ
ア
に
直
接
出
る
路
線 、が
欲

しい
とい
う
の
が 、
現
在
の
中ソ
の
願
望で
あ
る 。
する
と 、

中
国
の
大
西
北開
発
計画
と
言
わ
れ
てい
る
鉄道
計
画に 、
や



が
て
ソ
連が
援
助す
るこ
と
も
あ
り
う
る 。
将
来は 、

ア
開
発に
中
国
の
労
働
力が
馳せ
参
じ
る
とい
うこ
と
も
あ
り

う
る
の
で
は
ない
か
と
思
う 。

現
在
中ソ
聞に
は 、
開放
経
済
体
制につ
い
て
は 、
ほ
と
ん

ど
意
見
の
違い
が
ない 。
ソ
連
もで
き
れ
ばシベ
リ
ア
開
発に

西
側
の
資
本
や
技
術
を
導
入し
たい
と
思っ
てい
る ＠
そ
うい

う
意
味で
中y
聞に
は
不
利は
ない
し 、
い
ず
れに
し
て
も 、

社
会
主
義
は
あ
る
種
の
混
和
経
済
体
制
をとっ
てい
か
な
け
れ

ば
な
ら
ない
と
思
う 。
し
か
し
な
が
ら 、
一
度
権力
を
確立
し

た
共
産
主
義
政
権
が 、
そ
う
簡
単に
自
分
の
体
制
を
捨
て
去
る

こ
と
は
絶
対
あ
りえ
ない 。
す
る
と 、
や
が
て
体
制
の
維持
自

体が
自
己
目
的に
なっ
て
く
る ．
そ
の
点で
も 、
中ソ
は
喧
嘩

をし
てい
る
余
裕は
な
く
な
り 、
相
互に
依
存
せ
ざ
る
を得
な

く
な
る
と
い
う
の
が 、
今
後
の
中ソ
関
係
で
は
ない
か
と
思

－
つ
。

シベ
リ

《
中ソ
三
大
障
害
は
西
側に
対
す
るカム
フ
ラ
ー

ジュ》

こ
の
よ
う
なこ
と
を
言
う
と 、
中ソ
聞に
は
三
大
障
害 、が
あ

る
で
は
ない
か
と
言
わ
れ
る
が 、
実
は三
大
障
害 、が
出
て
き
た

時
点で 、
中y
関
係の
本
質
が
変
わっ
た
の
で
あ
る 。
三
大
障

害
は 、
西
側
に
対
す
る
カ
ム
フ
ラ
ー

ジュ
で
あ
る ．
そ
れ
故

に 、
日
本
か
ら
鈴
木
元
総
理
が
訪
中し
で
も 、
中
曽
根
総
理
が

訪
中
し
て
も 、
口
を
揃え
た
よ
う
に
中
国は 、
「
三
大
障
害
が

あ
る
か
ら
中ソ
は
和
解し
ない」
と
言
う
ので
ある ，
私
は 、

二
年
半
前
の一
二
回
大
会
前
後に 、
書記
局レベ
ル
の
か
な
り

高
度
な
意
志
決
定が
中ジ
間に
あっ
た
と
思
う ＠
そ
し
て 、
戦

略
的
な
意
志
決
定に
基づ
い
て 、
戦
術
的
な
意志
決
定と
し
て

出
て
き
た
の
が 、
こ
の三
大
障
害に
よ
る 、
い
わ
ぽ
対ソ
外
交

の
里
程
塚
に
す
る
と
同
時
に 、
西
側
に
対
する
カム
フ
ラ
ー

ジュ
で
ある 。

た
と
え
ば 、
三
大
障
害の一
つ
で
あ
るモン
ゴ
ル
と
の
関
係

も 、
最
近
非
常
に
良
く
なっ
て
き
た 。
ベ
トナム
と
の
関
係

ほ 、
地
域
紛
争
と
し
て
残っ
てい
る
が 、
こ
れ
に
関
して
も
最

近の
中
国
の
論
調
は 、
ベ
トナム

の
小
覇
権
主
識
者 、が 、
中ソ

の
関
係改
善
を妨
げ
てい
る
とい
う
言い
方に
なっ
て
き
てい17 



る 。
ま
た 、
ア
フ
ガニ
ス
タン
を
あ
れ
ほ
ど
批
判し
てい
た
中

国
が 、
カ
ルマ
ル
政
権
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
受
け
入
れ
てい

る 。こ
の
よ
う
に 、
国
家レベ
ル
の
正
常
化が
進
む
と 、
次に
は

党
と
党
の
問
題が
出
て
く
る 。
現
在は 、
社
会
主
義
国
同志の

関
係 、が 、
次々
に
修
復さ
れ
てい
る 。
た
と
え
ば 、
あ
れほ
ど

ポ
ー

ラン
ド

の
ヤ
ル
ゼ
ルス
キ
l

軍
事
政
権
を
批
判し
てい
た

中
国
が 、
最
近は
ポ
ー
ラン
ド

の
軍
政
を非
常に
高
く

評
価
し

てい
る 。

こ
の
よ
う
な
状
況の
中で 、
日
本
は
日
中
関
係に
対
し
て 、

何
の
国
家
戦
略
も持っ
てい
ない 。
そ
れに
も
か
か
わ
ら
ず 、

コ
ン
ピュ
ー

タ
ー

だ 、
エ
レ
ク
トロニ
クス
だ 、
中
国
市場へ

そ
れ
行
け
と
ぼ
か
り
出
て
行っ
た
と
き
に 、
果
た
し
て
ど
う
な

る
の
か
疑
問で
あ
る 。

《
中ソ
聞
の
党レベ
ル
で
の
関
係
改
善の
兆
し》

最
近
のア
ル
ヒ
ポ
フ
訪
中
以
後の
中y
関
係の
正
常
化は
言

1 8  

う
ま
で
も
な
く 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
新政
権に
対
す
る
中
国
側の

態
度
も 、
従
来
と
は
違っ
て
い
る 。
中
国
側か
ら
電報
を
打

ち 、
そ
れ
をソ
連は
トッ
プ
に
持っ
て
き
た 。
こ
れ
は 、
アン

ドロ
ポフ
の
と
き
に
もな
かっ
たこ
とで
あ
る 。
そ
れ
か
ら 、

中
国
はゴ
ルバ
チョ
フ
に
対
する
期
待が 、
非
常に
強い
よ
う

な
気
が
す
る 。
い
よい
よ
中ソ
関
係は 、
党レベ
ル
に
お
け
る

関
係
改
善が
始まっ
た 。

そこ
で 、
私の
中ソ
関
係に
対
する
考え
方
を少
し
述べ
た

い ＠
最
も
根
深い
対
立
は 、
民
族
と
民
族
の
対立
で
あ
る ＠
し

か
し 、
こ
れ
は
独
仏
関
係が
宿
命
的に
悪い
の
と
同じで 、
当

面
我々
が
考
え
な
く
て
はい
け
ない
の
は 、
日
本
の
外
交や
対

外
戦
略の
範
囲で
見
るこ
と
で
ある 。
あ
れ
ほ
ど
対立
し
てい

た
中ソ
が 、
な
ぜ
五
0
年
代に一
枚
岩に
なっ
た
の
か
を
考え

て
見
たい 。
実は一
枚
岩
といっ
て
も 、
いつ
も
内
部が
調
和

し
てい
た
わ
けで
は
な
く 、
ス
タ
ー
リン
と
毛
沢
東の
関
係
も

非
常に
悪
かっ
た
の
で
あ
る ＠
つ
ま
り 、
一
枚
岩の
団
結とい

う
の
は
神
話だっ
た
ので
ある ＠
し
か
し 、
朝
鮮
戦
争
やベ
ト

ナム
戦
争で
は 、
戦
略次
元で一
致
し
てい
た 。
そ
れ
は 、
社



会
主
義
国
家
同
志の
共
通性
か
ら
さ
でい
る 。
つ
ま
り 、
一
枚

岩
の
団
結
が
神
話で
あっ
た
と
共に 、
中ソ
が
永
遠に
対立
す

る
とい
う
の
も
神
話で
あ
る 。
ま
し
て 、
マ
ル
クス・
レ
iニ

ン
主
義
で
ある
社
会
主
義体
制そ
の
も
の
が
危
機に
瀕
し
て
行

く二
0
5一

二
世
紀に
か
け
て
は 、
彼
ら
は
最
後の
あが
き
を

せ
ざ
る
を
得
ない 。
歴
史は
社
会
主
議
の
方
向へ
は
動い
てい

ない
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
現
在
の
中
国
を
見
てい
て 、
そ
の

ま
ま
西
側
化
す
る
と
は
と
て
も
思
え
ない ＠
そ
の
よ
う
に
考え

る
と 、
中ソ
は
対立
する
側
面
よ
り
も 、
和
解
する
側
面の
方

が
大
きい ＠
そ
れ
が
今
回
のゴ
ルバ
チョ
フ
新
政
権
の
誕
生
の

と
き
に 、
か
な
り
はっ
き
り
と
由てい
た 。
そ
し
て 、
中y
関

係は
先
ほ
ど
も
申し
上
げ
た
よ
う
に 、
今
ま
で
は
貿
易
協
定
も

何
も
な
かっ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
こ
こ
ま
で
伸び
て
き
た
の

だ
か
ら 、
こ
れ
か
ら
協
定が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と 、
か
な
り

進
展
す
る
と
見
て
良い
と
思
う 。
そ
う
す
る
と 、
すぐに
出
て

く
る
議
論は 、
「
な
ぜ
中国
ほソ
連
と
接
近
す
る
の
か 。
ソ
連

と
接
近し
て
も
国
益
上
中
国に
は
益
す
る
とこ
ろが
ない」
と

い
う
も
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
中
国
の
外
交
政
策や
対
外戦
略

は 、
我々
が
考え
てい
る
よ
うな 、
合
理
的な
国
益に
よ
る
考

え
だ
けで
は
決ま
ら
ない
と
思う ＠
む
し
ろ
内
在
的
な
要
因
が

大
きい
と
思
う 。
現
在 、
社
会
主
識や
共
産
主
義
とい
う
意
識

をめ
ぐっ
て 、
党
内に
い
ろい
ろ
な
問
題が
ある ＠
そ
うい
う

も
の
が
背
景
と
し
て 、
中ソ
関
係の
改
善
の
衝
動
が
ど
う
し
て

も
出
て
く
る 。
現
在
で
は 、
毛・択
東
の
世
界
戦
略が
否
定さ
れ

た
わ
け
だ
か
ら 、
そ
の
当
然の
成
り
行き
と
し
て 、
圏
内
政
治

の
非
毛
沢
東
化
に
伴い
中
ソ
関
係
は
修
復
さ
れ
てい
く
と
恩

hつ。《
本
物
で
は
ない
中
国の
近代
化》

近
代
化
の
問
題だ
が 、
政
治
学
の
常識
か
ら
する
と 、
一
人

あ
た
り
の
G
N
P
が
ニ
0
0
0ド
ル
以上
に
なっ
て 、
初
め
て

近
代
化とい
う
言
葉 、が
本
当
の
意
味
を
もっ
て
く
る 。
中
国の

場
合 、
一
人
あた
り
のG
N
P
は二
五
05
三
0
0
ドル

で
あ

る 。
そ
れ
を
今世
紀
末に
は
工
農
業
生産
を
四
倍に
し
て 、
一

人
あ
た
り
の
G
N
P
を一
0
00ド
ル
に
する
目
標
で
ある ＠
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こ
の
目
標
も 、
人
口
が
増
え
れ
ば
か
な
り
難
し
く
な
る 。
現

在 、
台
湾で
は
すで
に
三
0
0
0
ドル

を越
え 、
香
港やシ
ン

ガ
ポ
ー

ル
は
五
0
0
0
ドル
を
越え 、
韓
国
も三
0
0
0
ドル

に
近
く
なっ
て
き
てい
る 。
そ
う
考
え
る
と 、
中
国
が
我々
の

考え
てい
る
よ
う
な
近
代化に
な
る
の
は 、
二一
世
紀
もだ
い

ぶ
過
ぎ
て
か
らで
あ
る ．

こ
の
よ
う
に 、
ご
く
常
識
的
な
メ
ジ
ャ
ー

を
当
て
て
見
る

と 、
現
在
の
中
国は
テレ
ビ
を
買う
か
ら
といっ
て 、
日
本
が

た
く
さ
ん
売
り
込むこ
と
が 、
い
か
に
異常
なこ
とで
あ
る
か

が
わ
か
る 。
中
国
の
国
民
所
得
の
伸び
は 、
漸
増の
カ
i

プ
で

あ
る
が 、
テレ
ビ
の
伸び
率は
急カ
l

プ
で
あ
る 。
こ
のこ
と

は 、
中
国
社
会に
歪
み
を
もた
らし
か
ね
ない 。
私
は 、
中
園

、が
共
産
党
政
権の
国
家で
あ
るこ
と
が 、
だ
ん
だ
ん
足
伽に
な

る
と
見
てい
る
が 、
そこ
か
ら
本
格
的に
離
脱
す
る
の
は 、
ま

だ
先
の
課
題で
ある
と
思
う ＠

《
最
後
の
賭に
出
てい
る
部
小
平》

20 

今 、
部
小
平
氏は
最
後
の
賭に
出
てい
る 。
最
後
の
賭とい

う
の
は 、
盤
党
の
パ
ー

ジ
〈
運
動
と
は
言っ
てい
ない）
を

やっ
てい
るこ
と
で
あ
る 。
昨
年は
六
05
七
O
万
人
や
り 、

今
年は一
四
0
05一
五
O
O万
人
や
る ＠
そ
し
て
来
年は
残

り
を
や
り 、
四
O
O
O万
人
の
党
員
を
総
点
検
す
る 。
少
な
く

と
も 、
こ
の
整党
が
ど
う
なっ
てい
く
か
とい
うこ
と
を
見
な

け
れ
ばい
け
ない 。
こ
れ
は
中
国
社
会の
底
辺
部
分に
お
け
る

脱
文
革だ
か
ら 、
か
な
り
大
き
な
政
治社
会
変動で
あ
る 。

次に 、
今
の
開
放
政
策に
対
する
批
判が 、
か
な
り
あ
る
と

い
うこ
と
だ
が 、
そ
れ
と
同
時に 、
全
て
のこ
と
が
卸
小
平
氏

に
よっ
て
決
め
ら
れ
すぎ
てい
る
とい
う
問
題 、が
あ
る 。
こ
れ

は 、
一
人
の
指
導
者の
生
命
が 、
そ
の
社
会
の
全
て
の
行
方
を

決
め
る
とい
う
政
治の
悪
循
環か
ら 、
ま
だ
抜け
出
し
てい
な

い
こ
と
に
問
題が
あ
る ．
だ
か
ら 、
今の
中
国
がこ
の
ま
ま
順

調に
行
く
と
考え
る
の
は 、
か
な
り
無理
が
あ
る
と
思
う 。
も

ち
ろ
ん 、
中
国は
毛
沢
東
時
代に
は
戻ら
ない
と
思
う 。
し
か

し 、
「
四
つ
の
現
代
化」
と
非
毛
沢
東
化
とい
う
合
意
の
上

で 、
今
日
の
よ
う
な
開
放
体
制で
い
く
の
か 。
そ
れ
と
も 、
社



会
主
裁の
枠
の
中に
計
画
経
済
を当
て
は
め
てい
く
の
か 、
そ

の
分
岐
点 、が
問
題で
あ
る 。
日
本で
は
共
産
党
が
嫌い
な
人で

も 、
中
国
共
産
党は
受
け
入
れ
る
よ
う
な 、
常
識か
ら
す
る
と

お
か
しい
こ
と
が
あ
る 。

そ
れ
か
ら 、
部
小
平
氏は 、

中央
委
員
会
の
顧問
委
員
会
の

主
任
な
の
で 、
本
来
は
水
戸
黄
門の
よ
う
な
役
割
を
す
る
立
場

で
あ
る 。
そ
の
立
場の
人
が 、
すべ
て
の
第一
線に
出
て
き
て

い
る
とい
うこ
と
は 、
部
小
平
氏が
亡
く
なっ
た
後
を
考
え
る

と
大
変
不
安に
な
る 。
新
しい

憲法
をつ
くっ
て
国
家
主
席
を

任
命し
て
も 、
従
来
の
よ
う
な
軍
の
統
帥
権
を
持っ
た
国
家
主

席
と
は
違
う
儀
式
用
の
国
家
主
席な
の
で 、
建
国三
五
周
年の

国
家
行
事に
おい
てこ
そ
主
役
を演
じ
るべ
き
で
あっ
た
が 、

李先
念
国
家
主
席の
出
る
幕
が
なかっ
た ＠
部
小
平
氏
が
壇に

登
り 、
後
の
幹
部は
少
し
距
離
を
おい
て
集
団で
登っ
て
行っ

た 。
あ
れほ
ど
し
た
た
か
な
党
官僚
で 、
カ
リ
スマ
的
な
支
配

に
な
じ
まな
かっ
た
部
小
平
氏
も 、
や
は
り
権
力
の
魔
力に
は

勝
て
ない
よ
うで
あ
る 。
最
近
で
はワ
ン
マ
ン
的に
なっ
て
お

り 、
香
港の
人
民
解
放
軍
の
駐
留
問
題の
と
き
の
意
志
決
定
の

仕
方
な
ど
も 、
ど
う
見
て
も
部
小
平
氏
の
鶴の一
声で
あっ

た 。
こ
の
よ
う
な
鶴の一
声 、が 、
依
然と
し
て
大
き
な
転
換の

契
機
をつ
くっ
てい
る
とこ
ろが 、
我々
か
ら
す
る
と
大
変
不

安で
あ
る 。

2 1 



－占アイ
ス
カッ
ショ
ン

《
脅
し
に
弱い
日
本》

－
福
田

イス
ラエ
ル
はハ
イ
テ
ク
が
非
常に
進
ん
で
い
る

国で
あ
り 、
私
の
友
人
が
科
学
技
術
庁
長
官
の
よ
う
な
仕
事
を

し
てい
た ＠
昨
年五
月に 、
彼
がハ
イ
テ
ク
と
産
業に
関
する

会
議
を
主
催
し
た 。
そ
の
会
議
に
は 、
日
本
か
ら
も
企
業
を
招

き
た
かっ
た
の
だ
が 、
全
部
断
わ
ら
れ
た 。
ア
メ
リ
カ
や
西
ド

イツ
か
ら
は 、
大
勢の
企
業
関
係
者 、が
参加
し
た ＠
日
本は
ア

ラ
ブ
か
ら
脅
さ
れ
る
と
思っ
た
か
らで
あ
る 。
日
本は
脅せ
ば

言
うこ
と
を
聞
く
と
思
わ
れ
てい
る 。
先ほ
ど 、
ダ
イ
ヤモ
ン

ド
社
の
坪
内
会
長と
話
し
てい
た
ら 、
イス
ラエ
ル
の
特集
を

出
し
た
とこ
ろ
が 、
ア
ラ
ブ
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
た
とい
うこ

と
を
聞い
た 。
中
国
問
題と
共
通のパ
タ
ーン

で
あ
る 。

ソ
連
の
脅
し
に
対し
て
も日
本は
弱い ＠
た
と
え
ば 、
中
曽

綬
総
理の
「
不
沈
空
母」
発
言
の
と
き
も 、
ソ
連は
脅
し
て
き

た 。
そ
れ
を
ま
た
『
朝
日
新
聞』
が
大々
的に
記
事
を
載
せ

22 

る 。
ソ
連
は 、
日
本
以
外
の
国に
は
そ
の
よ
う
なこ
と
は
あ
ま

り
し
ない 。

－
伊
藤

『
朝
日
新
聞』
が
載
せ
る
か
ら
ど
う
の
とい
う
よ

り
も 、
そ
れ
を
受
け
入れ
る
土
壌が
日
本に
あ
るこ
と
が
問
題

で
あ
る 。
た
だ
中
国に
対し
て
日
本
は
卑
屈だ
と
か 、
アラ
ブ

か
ら
脅
さ
れ
て
い
る
と
い
うこ
と
だ
け
で
終つ
て
はい
け
な

い 。
や
は
り 、
な
ぜ
脅し
に
弱い
の
かい
うこ
と
を
考え
てい

か
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
思
う 。
新
聞がい
け
ない
と
か 、
外

交
がだ
め
だ
と
か
い
うこ
と
ば
か
り
聞く
が 、
新
聞
も
日
本
の

社
会
を
背
長
に
し
た
もの
な
ので
ある 。

－
中
嶋

『
朝
日
新
聞』
批
判が
多い
が 、
必
ず
し
も
内
在

的
な
批
判に
なっ
てい
ない 。
報道
内容
を
具
体
的に
相
互
批

判
する
よ
う
な
機
能
が 、
日
本のジャ
ー

ナ
リズ
ム
の
中に 、

もっ
と
あっ
て
良い
と
思
う 。

そ
れ
か
ら
『
朝
日
新
聞』
の
記
事
を
見
る
と 、
少
な
く
と
も

中
国
問
題に
関し
て
は 、
か
な
り
良
く
なっ
て
き
てい
る
面
が

あ
る 。
そ
うい
う
とこ
ろ
を
全
然
見
ない
で 、
『
朝
日
新
聞』

の
中
国
報
道
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
先
入
観だ
け
で
見
て
し



まっ
て
は 、
き
ち
ん
と
し
た
批
判は
で
き
ない 。

－
太
田

な
ぜ
日
本
が
脅
し
に
弱い
か
とい
うこ
とだ
が 、

戦
後
の
日
本
経
済が
伸び
た
理
由は 、
い
ろい
ろ
な
とこ
ろ
を

上
手に
渡り
歩い
て
き
た
外
交のや
り
方に
あ
る 。
何
か
問
題

が
あっ
た
と
き
に
は 、
商人
的
な
や
り
方で 、
相
手
の
言うこ

と
を「ご
もっ
と
も」
と
言っ
て
切
り
抜
け 、
自
分の
経
済
を

強く
し
て
き
た 。
筋
を
通
すとい
う
よ
り
も 、
い
か
に
し
て
国

を
発
展せ
し
め
る
か
とい
うこ
と
が
基
本に
あっ
た
の
だ
と
思

う 。
こ
れ
が
日
本が
圧
力に
弱い
理
由だ
と
思
う ，

た
と
え
ば 、
第三
次
中東
戦
争が
起こっ
た
と
き 、
国
連に

ラ
テン
アメ
リ
カ
決
議
案と
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
決
議
案とい

う 、
相
対立
する二
つ
の
決
議
案が
提
出さ
れ
た 。
ラ
テン
ア

メ
リ
カ
決
議
案は 、
喧
嘩
両
成
敗とい
うべ
き
も
の
で 、
イス

ラエ
ル
も
ア
ラ
ブ
も
悪
い
か
ら
仲
よ
く
し
ろ
と
言
う
内
容で

あっ
た 。
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
決
議
案
は 、
アラ
ブ
が
正し

く 、
イス
ラエ
ル
が
悪い
とい
う
も
の
で
あっ
た 。
日
本は
そ

の
と
き
石
油
備
蓄の
問
題
も
あ
り 、
思い
あ
まっ
て
何
を
やっ

た
か
と
い
う
と 、
水
と
抽
の
両
方
の
決
議
案に
賛
成
し
て
し

まっ
た 。
そ
の
と
き
は 、
まだ 、
日
本
の
国
力 、が
小さ
かっ
た

の
で 、
そ
うい
うこ
とで
も
通っ
た 。
し
か
し 、
こ
れだ
け
日

本
は
大
き
く
なっ
た
の
だ
か
ら 、
き
ち
ん
と
し
た
方
向
を
示さ

な
け
れ
ば 、
他の
園は
日
本
を
評
価
し
ない 。
現
在
の
日
本ほ

圧
力
に
屈
し
な
い
で 、
筋
を
通
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思

－フ。《
ソ
連
を
脅
威
と
し
な
く
なっ
た
中
国》

－
太
田

中ソ
修
復の
可
能性
が
強い
とい
う
延
長
の
中に

は 、

軍事
戦
略
的
な
意
味
も
合ま
れ
る
の
か 。

田
中
嶋

当
面は
そこ
までい
か
ない
と
思う 。
ただ 、
ア

メ
リ
カ
が
中
国に
軍
艦
を
寄
港さ
せ
れ
ば 、
同じ
よ
う
に
ソ
連

を
寄
港さ
せ
るこ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ない 。
つ
ま
り 、
中
国

は
ソ
連
を
脅
威だ
と
感
じ
てい
な
く
なっ
て
き
てい
る
の
だ
と

思
う 。
数
年
前ま
で
の
中
国は 、
ソ
連が
本
気で
攻
め
て
く
る

か
も
知
れ
ない
と
思っ
てい
た 。
し
か
し 、
最
近
の
中
国は 、

た
と
え
ば
人
民
解
放
軍の
状
況
を
見
て
も 、
必
ず
し
もソ
連に2 3  



対
す
る
戦
略と
し
て
は
考え
てい
ない
よ
う
で
あ
る 。
ま
た
人

民
解
放
軍は 、
幹
部
の
若
返
り
等の
意
味
も
合め
て 、
一
O
O

万
人
ぐ
らい
減
りつ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る ．

そ
れ
か
らS
S
I
2
0
の
問
題に
し
て
も 、
中
国は
あ
ま
り

ソ
連
の
批
判
を
し
な
く
なっ
た
が 、
そ
れ
は
ソ
連
を
脅
威と
見

てい
ない
か
らだ
と
思
う 。
ソ
連
を
脅
威と
見
な
け
れ
ば 、
三

大
障
害
な
どは
関
係
な
く
な
る 。

－
山
村

かつ
て
の
中ソ
関
係は 、
国
際
共
産
主
義
の
組
織

的な
秩
序
下に
あ
り 、
中
国
は
ソ
連
の
指
導
下に
置か
れ
てい

た
と
思
う 。
そ
れ
が
現
在 、
無
条約
状
況に
なっ
た ＠
中
嶋
先

生
は
「
ゆ
る
や
か
な
同
盟」
と
言
わ
れ
た
が 、
今
度
の
場
合

は 、
中ソ
対
等
の立
場で
の
国
家
関
係に
な
る
の
で
は
ない
か

と
私
は
思
う 。
だ
か
らこ
そ 、

米中ソ
が
等
距
離で
い
ら
れ
る

の
だ
と
思
う 。

－
中
嶋

中ソ
関
係と
関
連
し
た
「
ゆ
る
や
か
な
同
盟』
と

い
う
こ
とにつ
い
て 、
中
国
の
意
志
決
定の
プロ
セ
ス
を
見
る

と 、
必
ずし
も
国
益
を
合
理
的に
考え
て 、
ア
メ
リ
カ
に
近づ

くこ
と
は
し
ない
と
思
う e
し
か
し 、
中
国は
共
通
基
盤の
中

2 4  

で
同
じ
と
こ
ろへ
収
鍬
し
て
い
く
の
で
は
ない
か 。
そ
の
場

合 、
かつ
て
の
よ
うに
クレ
ム
リン
の
指
揮
棒に
従
う
とい
う

こ
と
は
ない
と
思
う 。
し
か
し 、
最
近日
本
共産
党が 、
「
我

我は
ソ
連
共
産
党
と
対等だ」
と
言っ
てい
る
よ
う
に 、
そ
う

い
う
形で
の 、
お
互い
の
自
主
独
立
の
中
の
連携
と
し
て
の
国

際
共
産
主
議
運
動
や 、
社
会
主義 、
共
産
主
義とい
う
の
は
残

る
と
思
う 。

だ
か
ら 、
中
国は
絶
対に
クレ
ム
リン
に
はひ
ざ
まづ
か
な

い
だ
ろ
う
と
よ
く
言
わ
れ
る
のだ
が 、
そ
うい
う
次
元で
考え

る
の
も 、
かつ
て
の
中
国
が
ソ
連
の
指
揮
棒の
下に
あっ
た
と

い
う
先
入
観
が
強
す
ぎる
か
らで
あ
る 。
た
と
え
ば 、
朝
鮮
半

島の
問題
を
見て
も明ら
か
だ
が 、
ア
メ
リ
カ
が
四
者
会
談
を

提
案
し
た
と
きに
中
国は
乗っ
て
来
な
かっ
た 。
そ
れは
北
朝

鮮
と
の
問
題 、が
あっ
た
か
らで
あ
る 。
し
か
し
中
国は 、
戦
略

的に
は
三
者
会
談
方
式で
や
り 、
在
鱒
米
軍
を徹
退さ
せ 、
北

朝
鮮に
よ
る
朝
鮮
半
島の
統一
を
考え
てい
た 。
こ
の
考え
ほ

北
朝
鮮と
同
じ
だっ
た
の
で
ある ＠
そ
れに
も
か
か
わ
ら
ず 、

お
互い
に
食い
違い
が
あ
る
よ
う
に
見せ
てい
た 。
日
本
が
将



来 、
対
米
関
係
を
強
化
し
た
り 、
軍
事
力
を
増大
し
てい
く

と 、
こ
の
よ
う
な
問
題が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う 。
だ
か
ら 、

中
国
が
共
産
党
政
権
の
支
配
下に
は
ない
とい
う
状
況で
あ
れ

ば 、
い
く
ら
日
中
軍
事
協
力
をし
て
も
良い
が 、
そ
う
で
は
な

い
場
合に
は 、
体
制
の
違い
をよ
く

見
てい
か
な
け
れ
ば
な
ら

ない
と
思
う 。

《
米
中ジ
関
係は
変
わっ
た
か》

－
田
村

ア
メ
り
カ
が 、
適
当
に
チャ
イ
ナ・
カ
ー
ド
を

使っ
て
やっ
てい
く
とい
う
構
造が 、
そ
ん
な
に
変
わっ
た
の

か
私
は
疑
問で
あ
る 。
逆に
言
う
と 、
中
国は
ソ
連に
近
寄
る

こ
と
に
よっ
て 、
失
う
物 ‘
得
る
物
をき
ち
ん
と
計
算
し
てい

る
と
思
う 。
そ
し
て 、
今
の
段
階で
得
る
物は
すで
に
も
う
得

てい
る
と
思
う 。
こ
れ
以上
近
づ
く
と 、
かえっ
て
失
う
物
が

あ
る
の
で
は
ない
か 。
ア
メ
リ
カ
が
中
国
を
引き
付
け
て
お
く

と 、
米ソ
の
戦
略交
渉 、が
う
ま
くい
か
な
く
な
る
だ
ろう
し 、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
中
国に
利
用
価
値が
あ
る
の
か
私
は
疑
問で
あ

る 。
今の
段
階は 、
米ソ
に
とっ
て 、
特に
ア
メ
リ
カ
に
とっ

て 、
中
固
と
は
距
離
を
お
く
方が
都
合が
良い
と
思
う 。

た
と
え
ば
ア
ル
ヒ
ポ
フ
の
問題に
し
て
も 、
ア
ル
ヒ
ポ
フ
が

李
鵬に
対
し
て
同
志
と
呼
ん
だこ
と
だ
が 、
私
は
中
国
の
関
係

者に
そ
の
件につ
い
て
聞い
た 。
する
と
「
あ
れ
は
外
交
辞
令

で
ある 。
同
志と
呼
んだ
か
ら
といっ
て 、
お
互い
に
直ち
に

近
づ
く
わ
け
で
は
ない ，
た
だ
はっ
き
り
し
てい
るこ
と
は 、

中
国
か
ら
見
たソ
連は 、
経
済に一
生
懸
命に
なっ
てい
る
と

い
うこ
と
で
あ
る 。
だ
か
ら
中
国と
し
て
は 、
ア
ル
ヒ
ポ
フ
が

帰っ
た
後 、
ソ
連
園
内で
の
経
済
改
革 、が
ど
う
な
る
か
を
注
目

し
てい
る 。
ア
ル
ヒ
ポ
フ
は
大し
た
人
物で
は
ない
が 、
政
治

局
を
も
説
得
し
て 、
経
済
改
革をや
る
な
ら
ば 、
中ソ
の
聞に

か
な
り
良い
ム
l
ド

が
出
て
く
る」
と一言っ
てい
た 。
こ
れ
は

大
変
お
も
し
ろい
と
思
う 。

《
本当
の
意
味で
の
文
化
革命
が
必
要》

・
山
村

近代
化の
問
題だ
が 、
私は
中
国
を
社
会
主
義
国2 5  



と
は
思っ
てい
ない 。
中
世
的
家
産
体
制
の
国
家だ
と
思っ
て

い
る 。
現
在
そ
の
殻
が
破
れ
て 、
各
企
業
に
主
体
性
を認
め

て 、
自
主
的に
経
営さ
せ
てい
る
とい
うこ
と
は 、
非
常に
大

き
な
社
会
変
化だ
と
思
う 。
とこ
ろが 、
卸
小
平 、
胡
耀
邦 、

越
紫
陽
は
正
規
の
教
育
を受
け
てい
ない 。
し
た
がっ
て 、
彼

ら
の
や
るこ
と
は
経
験
主
義に
基づ
い
てい
る 。
する
と 、
自

由
化
とい
う
経
験は 、
彼らに
は
皆
無
の
は
ずで
あ
る
か
ら 、

そこ
か
ら
起こ
る
混
乱が
非
常に
大
きい
と
思
う 。
自
由
化が

進ん
だ
場
合 、
当
然
特
権
を
失
う
者は 、
かつ
て
の
特
権に
し

が
みつ
い
て
悪い
こ
と
をす
る
よ
う
に
な
る
と
思う 。
そ
うい

う
点で 、
部
小
平
指
導
体
制
下
の
知
識
の
欠
乏が 、
非
常に
大

き
な
問
題だ
と
思
う 。

－
中
嶋

ま
さ
に
ご
指摘
の
通
りだ
と
思
う 。
厳
密に
言
え

ば 、
中
国
は
社
会
主
裁
か
ど
う
か
と
い
う
問
題が
あ
る
と
思

う 。
毛
沢
東
自
身
も 、
近
代ヨ
ーロ
ッ
パ
か
ら
発
生し
たマ
ル

クス
主
裁
を
受
け
継い
だ
か
とい
え
ば 、
そ
う
は
思
え
ない ＠

し
か
し 、
私
が
申し
上
げ
たい
の
は 、
国
家
の
政
治
力
学
と
し

て 、
社
会
のシ
ス
テム
は 、
や
は
り
西
側
と
は
根
本
的に
違
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う
とい
うこ
と 。
だ
か
ら 、
そ
の
場
合に
取
り
得
る
政
治
形
態

や
国
家
の
あ
り
方
の
共
通
性か
ら
する
と 、
非
常に
中ソ
は
似

てい
る
とい
うこ
と
で
あ
る 。

同
時に 、
中
国
の
家
産
官
僚制
の
よ
う
な
もの
は
崩れ
てい

ない
の
で 、
そ
れに
プ
ラ
ス
し
て
中
国
的
な
性
格が
出
て
く
る

だ
け
に 、
中
国に
とっ
て
の
近
代
化は 、
途
方
も
ない
課
題だ

と
思
う 。
あ
る
意
味で
は 、
日
本
の
明
治
維
新の
よ
う
なこ
と

が 、
こ
れ
か
ら
起こ
ろう
と
し
てい
る
の
で
ある 。
そ
うい
う

と
き
に 、
皆
が三
種
の
神
器で
テレ
ビ
を
買うこ
と
が 、
果
た

し
て
近
代
化
か
ど
う
か 、
とい
うこ
と
を
私
は
言い
たい 。
日

本の
近
代
化の一
O
O年
は 、
明
治
維新
や
敗
戦とい
う
大
き

な
代
価の
上
に 、
今日
の
日
本
を
生
み出
し
た 。
中
国
の
歴
史

を一
O
O
年
湖っ
て
日
本
と
比べ
て
見る
と 、
不
幸な
現
実は

あっ
た
が 、
そ
れ
は
他の
列
強固
が
悪
かっ
た
と
ば
か
りは
言

え
ない 。
中
国
自
身 、
「
汽
車・
汽
船は
孔
子様
の
乗
り
賜わ

ら
ざ
る
物な
りさ」
と
言っ
てい
た 。
つ
ま
り「
中
華
思
想」

で
ある 。
そ
うい
う
とこ
ろに
安
住
し
てい
て 、
さ
ら
に 、
毛

沢
東
思
想は
世界
を
照ら
すとい
う
形で
やっ
て
き
た ＠
そ
れ



が
今に
なっ
て 、
こ
れ
で
は
だ
めだ
か
ら
日
本と
同
じ
よ
う
な

近
代
化
に
し
よ
う
と
言っ
て
も 、
と
て
も
無
理
な
話
で
あ

る 。つ
ま
り 、
中
国は
毛
沢
東
型
の
権
力
闘
争
の
文
化
革
命で
は

な
く 、

本当
の
意
味で
の
文
化
革命
を
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ない
の
だ
が 、
最
近
の
中
国に
は 、
そ
うい
う
視
野 、が
ほ
と
ん

ど
欠
落し
てい
る
とこ
ろに
問
題
が
あ
る ＠

《
たこ
配
経
済の
中
国
｜｜

急
速
す
ぎ
る
「
近代
化」
》

－
平田

中
国は
農
業に
関
する
限
り 、
ソ
連や
東
欧の一

部
と
比べ
相
当
中
図
式
に
な
り 、
固
有
農
民
営に
なっ
て
し

まっ
た 。
あ
れ
は
元に
戻
ら
ない
と
思
う
の
だ
が 。

－
中
嶋

小
農
経
済
が
全
中
国
的に
出て
く
る
よ
う
に
な
る

と 、
中
国は
ま
た
元に
戻っ
て
し
ま
う 。
だ
か
ら 、
あ
る
意
味

で
は
現
在
非
常に
危
険
な
賂
を
やっ
てい
る 。
す
る
と 、
ど
う

し
て
も
社
会
主
議
や
共
産
主
義と
矛
盾
し
て
く
る 。
こ
の
矛
盾

ほ
どこ
か
で
押さ
え
ら
れ
る
か 、
爆
発
す
る
か
し
か
ない 。

－
平田

そ
れ
は 、
ソ
連の
社
会
主
議はこ
うだ
とい
う 、

我々
の
既
成
概念
の
物差
し
で
見
る
か
ら
で
は
ない
の
か 。
お

そ
ら
くソ

連
も 、
相
当市
場
原理
を
導
入し
てい
か
ざ
る
を
得

ない
と
思
う 。
あ
そこ
ま
で
堅まっ
て
く
る
と 、
そ
れ
ほ
ど
簡

単で
は
ない
と
思
う
が 、
全
体の
方
向は
そ
の
よ
う
に
動い
て

い
く
の
で
は
ない
か 。

－
中
嶋

そ
のこ
と
と
政
治
権
力
の問
題 、が 、
どこ
か
で
ぶ

つ
か
る
の
で
は
ない
か
と
思
う 。

－
平
田

や
は
り
中
嶋
先
生
も
言
わ
れ
た
よ
う
に 、
一
O
O

年
う
ろう
ろし
てい
た
中
国
が
やっ
と
目
覚め
て
き
た
とこ
ろ

だ
と
思
う 。
日
本
が
明
治
維
新で
目
覚め
た
よ
う
に 、
中
国は

毛
沢
東が
死
ん
だ
後 、
やっ
と
目
覚
め
た 。
今の
中
国の
指
導

者
は
毛
沢
東
と
は
違っ
て 、
全世
界の
状
況
をよ
く

見てい
る

の
で
は
ない
か
と
思
う 。
ただ
少し
急ぎ
すぎ
てい
る
の
で 、

問
題
が
出
て
く
る
の
だ
と
思
う 。
若
干の
「
調
整」
を必
要
と

す
る
か
も
し
れ
ない 。

－
田
村

毛
沢
東は 、
一
つ
の
物
を
与
え
る
と二
つ
の
物
を

欲
し
が
る
の
で 、
一
つ
も
与
え
ない
方
が
良い
とい
う
性
悪
説27 



で 、
世
界
観
を
変え
よ
う
と
し
た 。
そ
し
て 、
物
質で
は
な
く

革命
とい
う
抽
象
的
な
もの
を
やっ
た 。
そ
れに
対
し
て
部
小

平は 、
物
が
必
要で
あっ
た 。
だ
か
ら 、
電
気
洗
濯
機
は
三
不

信
を
取
り
除
き 、
部
小
平
政
権
の
安
定
の
た
め
に
は
必
要だっ

た
の
で
あ
る 。

問
題は 、
中
国は
現
在 、
たこ
配
経
済だ
とい
うこ
とで
あ

る 。
た
と
え
ば 、
農
業
が
良い
例で
あ
る 。
一
五
年
間
土
地
を

借
す 。
そ
し
て
そ
の
土
地に
肥
料
を
叩
き
込
む 。
する
と
土
地

収
穫
逓
減
の
法
則で 、
や
が
て
生産
は
減っ
てい
く 。
ま
た 、

今はノ
ルマ
を
下げ
てい
る
の
で 、
財
政
赤
字
の
問
題が
出
て

く
る 。
七
九
年
以
来
ずっ
と
財
政
赤
字が
続い
てい
る 。
だ
か

ら
部
小
平が
毛
沢
東に
対
抗
し
て
生
き
る
に
は 、
現
在
の
よ
う

な
選
択し
か
ない
の
だ
と
思
う 。
た
だ 、
中
嶋
先
生
も一言わ
れ

た
よ
う
に 、
今 、
中
国
が
やっ
てい
るこ
と
は 、
ま
さ
に
左
の

足
を
掛
け
て
く

れ
と
言
わ
ん
ぼ
か
り
の
速い
走
り
方
をし
てい

る 。
恐
ろしい
の
は 、
左の
連
中
が
そ
れ
を
じっ
と
待っ
てい

るこ
と
で
あ
る 。
ま
た 、
そ
れ
をい
さ
め
る
人
がい
ない 。
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《
中
国
と
資
本
国
家が
仲
が
良い
の
は

一
種の
闘
争
芸
術》

－
今
井

今 、
私
ほ
日
本で
「
中
国
之
春」
とい
う
組
織
を

バ
ッ
ク
アッ
プ
し
て
い
る 。
中
国
の
東
北
地方 、
華
北 、
華

中 、
華
南
の
組
織が
今ど
ん
どん
広
がっ
てい
る 。
私は 、
先

週
「
中
国
之
春」
の
責
任
者に 、
こ
れ
か
ら
中
国は
平
和に
発

展
し
てい
く
か
ど
う
か
意
見
を聞い
た 。
す
る
と 、
彼
ら
の
全

て
が 、
「
不
可
能
だ 。
五
3

七
年
の
内
に
大き
な
変化 、が
あ

る」
と
答
え
た 。
そ
れ
か
ら 、
そ
の
中
の一
人が
言
うこ
とに

は 、
中
国
の
対日
貿
易の
文
献に
よ
る
と 、
「ヨ
ーロッ

パ
の

商
品
と
日
本
の
商
品
が
同
じ
価格
の
場
合は
絶
対に
日
本
の
商

品
を
買
う
な」
とい
う
通
達 、が
ある
そ
うで
あ
る 。
彼
ら
の
紹

介
する
現
状
か
ら
判
断
する
な
ら 、
現
在
改
革運
動
が
盛
ん
な

中
闘に
於
て
共
産
党
の
策
略と
党
員
の
思
想
意識
は 、
五
年
前

に
私 、が
日
本に
帰っ
て
き
た
頃と
変
わっ
てい
ない 。

私
は 、
中
国
公
安
部
山
東
省
臨
祈
刑
務
所で
管
理
課
長に 、

「こ
れ
か
ら
日
本は
変
わ
る
が 、
必
ず
日
中
友
好
の
た
めに
働



け 。
日
本に
我々
の
強
大
な
組
織が
あ
るこ
と
を忘
れ
ぬ
よ
う

に 。
もし 、
お
前が
反
中国
の
行動
を
す
る
な
ら
ば 、
人
民の

名に
よ
る
制
裁
を
た
だ
ち
に
受
け
るこ
と
を
忘
れる
な」
と
言

われ
た 。
帰
国
の
頃
北
京
公
安
局の
幹
部に 、
私
は
「
別に
悪

いこ
と
をし
てい
ない
の
に 、
な
ぜ
人
民
政
府
は
私
を二
五
年

間
も
牢
獄に
入
れた
の
か 、
今
もっ
て
納得
で
き
ない」
と
日

本
語の
上
手
な
日
本
課
長に
そ
の
質
問
をし
た
ら 、
「
中
国
は

利
用
す
る
日
本
政
府
と
仲
が
良
い
の
で
あっ
て 、
日
本
国
民

（人
民で
は
ない〉
と
仲が
良い
の
で
は
ない 。
そこ
を
誤
解

する
な 。
我々
が
資
本
国
家
と
仲が
良い
理
由
は 、
無
産
階
級

の
闘
争
芸
術で
あ
る」
と
答
え
た 。
こ
の
闘
争
芸
術
とい
う
言

葉は
今で
も
生
き
てい
る 。
毎
年中
国
と
日
本
を
往
復し
てい

る
中
国
留
学
生
の
生々
しい
大
陸
社
会に
対
する
証
言
もそ
の

こ
と
を
証
明
し
てい
る e
中
国
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

は 、
政
治
路
線の
問
題で
あ
り 、
ソ
連
と
の
関
係は
政
治原
則

の
問
題で
あるこ
と
を
頭に
入
れ 、
正
しい
日
本の
外
交
政
策

を
考
え
るべ
き
で
あ
る 。

《
力
を
入
れ
る
寧
の
近
代
化》

－
今
井

今
の
中
国
の
最
大
の
問
題
は 、
軍
の
動
向で
あ

る 。
中
国
の一言う
近
代
化と
は 、
軍の
近
代
化
が
最
優
先さ
れ

てい
るこ
と
を忘
れ
て
は
な
ら
ない 。
現
在
中
国
軍は 、
海
軍

と
空
軍に
重
点
を
置い
て
発
展さ
せ
てい
る 。
そ
の
技術
協
力

に 、
日
本
の
退
職し
た一
部
技術
者
も
参
加し
てい
る 。
二
万

トン
級
ぐ
らい
の
空
母〈
中
国で
は
『
空
母』
とい
う
名
称を

使
わ
ない〉
五
隻
を
目
標に
建造
しつ
つ
あ
り 、
核ミ
サ
イル

を
積
ん
だ
原
子
動
力
の
潜
水
艦
を 、
一
九八
九
年ま
で
に一
二

隻
ま
で
に
建
造
す
る
計
画
が
ある 。

先
ほ
ど
人
民
解
放
軍
を一
二
O
万
人
削っ
た
と
言わ
れ
た

が 、

本当は
削
減さ
れ
てい
ない 。
退
役さ
せ
ら
れた
と
す
る

野
戦
軍一
二
O万
人
は 、
そっ
く
り
そ
の
ま
ま
国
家
安
全部
や

公
安
部
の
下に
置か
れ 、
中
央
軍
事
委
員
会
の
統
率
を
受
け
て

い
る 。
だ
か
ら 、
必
要な
時
すぐ
軍の
編
成に
戻
るこ
と
がで

さq
aAW。『

人
民日
報』
な
ど
を
読
んで
感じ
る
の
は 、
中
国は
い
わ29 



ゆ
る
日
本の
軍
国
主
義
復、活
をと
て
も
瞥戒
し
てい
る 。
一
か

月に一
O
回
は 、
過
去
の
抗
日
戦
争
のこ
と
を
強
調し
てい
る

内
容
の
も
の
が
あ
り 、
ま
た 、

今度
北
京の
軍
事
博
物
館の
内

容
を
抗
日
戦
争
を
主
体に
する
と
報
道
し
てい
た 。
中
国に
お

け
る
映
画 、
出
版 、
新
聞
に
よ
る
抗
日
思
想
の
教
育
宣
伝
量

は 、
全
国
を
直
ちに
対
日
本
の
行動に
すぐ
出
ら
れ
る
動
員
力

に
匹
敵
するこ
と
を
忘
れ
るべ
きで
は
ない
と
思
う 。

そ
れ
か
ら 、
北
京
付
近に
は
調
査
学
校が
あ
る 。
こ
れ
は
主

に
対日
工
作
の
調
査
学
校で
あ
る 。
こ
こ
の
教
官
を
得
る
た
め

に 、
あ
る
日
本
の
退
役
将
軍が
協
力
し
てい
る 。
全
家
族
を
連

れ
て 、
日
本
円に
し
て
約
四
O万の
月
給
を
貰っ
てい
る
そ
う

で
あ
る 。
主に
中
野
学
校
を
卒
業し
た
よ
う
な
人
を
募
集
し
て

い
た 。
ま
た 、
中
国
某
地に一
O
O
人
単
位
の
日
本
語
学
校 、が

あ
る 。
こ
こ
の
学
生
は 、
陸・
海よ
り
選
抜さ
れ
た
若い
軍
人

で 、
そ
こ
で
日
本
語 、
日
本
の
習
慣
な
ど
の
勉
強
をし
てい

る 。
そ
し
て
卒
業
する
と
ま
ず
香
港に
行
き 、
資
本
主
義
の
習

慣
を
見につ
け
日
本に
来
る 。
こ
れ
は
何
の
た
めに
やっ
てい

る
の
か：・：・ 。
そ
れ
か
ら 、
「
中
国
之
春」
の
留
学
生
が一
番
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嫌い
な
の
は 、
中
国
の
民
衆に
対
し
て一
党
の
専
制
を
行
う
政

府
を
支
援
す
る
日
本
政
府で
あ
る 。
日
本の
中
国
人
留
学
生に

は 、
反
日
思
想
者が
意
外に
多い 。
日
本は
金の
使い
方
を
間

違い 、
敵
をつ
くっ
てい
る
の
で
あ
る 。
そ
し
て
自
分で
は 、

日
中
友
好
と一言っ
て
自
画
自
賛し
てい
る 。

《
法
治
国
家で
は
ない
中
国》

－
李

今
日
の
中
国は 、
日
本
の
明
治
維新と
同じ
よ
う
な

状
況に
あ
る
と
言
わ
れ
た
が 、
私は
少し
違う
と
思
う 。
地憎
か

ら
中
華
民
国に
変
わ
る
頃
の
中
国が 、
日
本
の
明
治
維
新に
当

た
る
と
思
う 。
そ
の
頃
の
中
国
は
す
で
に
近代
化
をしつ
つ

あっ
た
の
だ
が 、
不
幸に
し
て
軍
閥
時
代に
入
り
近
代化
路
線

が
崩
さ
れ 、
し
ま
い
に
日
本
と
の
戦
争
で
共産
党
が
の
し
上

がっ
て
き
た 。

現
在
の
重
要な
問
題は
中
国の
近
代
化で
は
な
く 、

共産
主

義
の
下で
の
近
代
化が
ど
う
な
る
か
だ
と
思
う 。
す
な
わ
ち 、

共
産
主
義
の
下で
の
近代
化がで
き
る
か
ど
う
か
は
疑問
で
あ



る 。
も
しそ
れ
がで
き
る
な
ら
ば 、
今日
の
ソ
連自
身
の
経
済

問題
が
すで
に
解
決さ
れ
てい
る
は
ずで
あ
る 。
今の
ま
ま
行

け
ぼ 、
共
産
主
義の
制
度と
衝
突
す
る
可
能
性が
ある 。
そ
れ

は
問
題の
核心
で
ある
と
思
う 。

もっ
と
恐
ろしい
の
は 、
中
閣は
法
治
国
家で
は
ない
とい

うこ
と
で
あ
る 。
中
国
の
法
律
を
勉
強
する
人
は 、
全
て
共
産

党
員で
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。
も
し
共
産
党
員に
な
ら
な
け
れ

ば 、
法
律を
勉
強
し
て
も
卒
業
さ
せ
て
く

れ
ない 。
す
る
と 、

将
来
の
判
事や
弁護
士
等は 、
皆
党
の
言う
通
りに
し
な
け
れ

ば
な
ら
ない 。
入
党の
宣
誓
式に
は 、
死
ぬ
まで
共
産
党
の
た

めに
働
くこ
と
を
誓
う 。
一
旦
近代
化で 、
国
の
利
益
と
党
の

利
益
と
衝
突
す
る
場
合に
は 、
共
産
党
員に
とっ
て
どち
ら
が

先
行
すべ
き
か 。
こ
れこ
そ
は
共
産
中
国の
今
後の
最
大
の
問

闘で
あ
る 。

－
今
井

日
本企
業
は 、
中
国
本
土
で
は
期
待さ
れ
る
ほ
ど

の
発
展は
ない
と
思
う 。
な
ぜ
か
と
言え
ば 、
中
国
に
は
法
律

が
ない
か
らで
あ
る 。
あっ
て
も
法
律は
党
の
法
律だ
か
らで

あ
る 。
こ
れ
は
国
家
の
発
展に
対し
て
致
命
傷で
あ
る 。
私
は

監
獄
の
所
長に 、
「
お
前
の
よ
う
な
人
聞
を
可
哀
想だ
と
思
う

法
律が
存
在
す
る
よ
うで
あ
れ
ば 、
共
産
党
は
血
を
流し
て
ま

で
戦わ
ない 。
共
産
党
は
無
産
階
級
の
党で
あ
り 、
無
産
階
級

の
法
律し
か
存
在し
ない」
と
言
わ
れ
た 。
政
治
犯で
あ
る
私

の
友
人
も
現
在
監
獄
に
三
十
年
入っ
てい
る
が 、
な
か
な
か
自

由
を
得
ら
れ
ない 。
今 、
中
国
大
陸
か
ら
圏
外へ
出るこ
と
は

自
由だ
と
言
う
報
道
も
ある
よ
うだ
が 、
そ
れ
は
事実に
反
す

る 。－
山
村

日
中で
合
弁
事
業
をや
る
場
合 、
資
本
主義
体
制

下に
おい
て
は 、
こ
ち
ら
の
条
件で
な
け
れ
ぼ
で
き
ない
と
思

う ・
こ
ち
ら
の
条
件
で
な
け
れ
ば
や
ら
な
い
ぐ
らい
の
決心

で 、
日
中
経
済
協
力
をやっ
て
欲
しい
と
思
う 。

そ
れ
か
ら 、
中
国
を自
由
主議
的な
傾
向の
強い
国
家に
す

るこ
と
は 、
ソ
連
を
非
常に
困らせ
る
結
果
に
な
る
と
思
う
の

で 、
そ
うい
う
意
味で
の
中
国
の
経
済の
発
展
を
促
進し
て
あ

げ
る
よ
う
なこ
と
を
や
れ
ば
良い
と
思
う 。

《
中
国
を
内
部
か
ら
見
るこ
と
が
必
要》
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－
関

中
国
の
革
命
の
出
発
点は
ソ
連
と
違っ
て 、
社
会
主

義そ
の
も
の
が
目
的
な
の
で
は
な
く 、

民
族
革
命 、が
目
的だっ

た 。
民
族
革
命
の
手
段
と
し
て
社
会
主
義
が
あっ
た 。
そ
うい

う
点で
は
柔
軟
性が
あ
る
ので
は
ない
か 。

た
だ 、
実
質
的
な
共
産
党
の一
党
独
裁
と
い
う
問
題が
あ

る 。
現
在 、
経
済
改
革に
伴っ
て 、
党
員
を
巻
き
込んだ
さ
ま

ざ
ま
な
「
不
正
の
風」
が
生
ま
れ
てい
る
が 、
一
党
独
裁
体
制

下で 、
全て
を
解
決
す
るこ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か 。
こ
れ

が一
番
大き
な
問
題だ
と
思
う 。
卸
小
平
氏は
八
O
才
の
高
齢

で
も
あ
り 、
長
期
的
見
通
し
は
必
ず
し
も
明
る
く
ない
と
思

』つ 。

今
の
基
本
路
線 、が 、
相
当
大
き
く

変
わ
る
とい
う

－
平田

こ
と
か 。

・
関

こ
の
ま
ま
う
ま
く

行
く
の
か
ど
う
か
とい
うこ
と

で 、
文
革
時
代に
戻
る
とい
う
よ
う
なこ
とで
は
ない 。
た
と

え
ば 、
昨
年
の
工
農
業
総
生
産
は一
四・
二パ
ーセ
ン
ト

増の

経
済
成
長だ
が 、
最
初
の
目
標
は 、
工
業五パ
ー

セン
ト 、

農
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業
四パ
ー

セン
ト

だっ
た 。
農
業は
と
も
か
く 、

工
業
の
方は

需
給の
ア
ン
バ
ラン
ス 、
売れ
ない
滞貨 、
狼
費
といっ
た
問

題
も
あ
る
の
で
は
ない
か 。

そ
れ
か
ら 、
農
業
の
請
負
生
産 、
企
業
の
自
主
権拡
大
と

いっ
た
経
済
改革
を
進
め
る
と 、
市
場
理
論
を導
入
し
た
価
格

体
系
の
見
直
しが 、
ど
う
し
て
も必
要に
な
る ．

そ
れ
を
今 、
指
令
価
格 、
指
導
価
格 、
自
由
価
格
の三つ
に

分
け
て 、
イン
フ
レ
を
慎
重に
避
け
な
が
ら 、
徐々
に
自
由
化

の
方
向に
進
め
よ
う
とい
うこ
とだ
が 、
こ
の
改
革に
便
乗
し

た
り 、
悪
用
し
て
不
正
な
金
もう
け
を企
む
党
員
が
続
出
し
て

い
る 。
そ
れ
を
党
規
律検
査
委
員
会とい
う
党
内
チェ
ッ
クシ

ス
テム
で
押さ
え
ら
れ
る
の
か
ど
う
か 。

－
中
嶋

一
つ
の
政
策
論
争の
よ
う
な
形で
出
て
く
る
可
能

性が
ある 。
そ
れ
か
ら 、
今の
開
放
政
策
を日
本
の
側 、
つ
ま

り
お
客と
し
て
見
る
場
合は
大
変
良い 。
し
か
し 、
中
国
の
経

済
特
別
区に
し
て
も 、
一
部の
人し
か
恩
恵
を
受け
るこ
と
は

で
き
ない 。
こ
の
よ
う
な
批
判が
出
て
き
た
場
合 、
それに
対

す
る
答
を
今の
部
小
平
路
線ほ
持っ
てい
ない ．
そこ
に一
つ



; 
〆

の
不
安が
あ
る 。

我々
は 、
と
か
く
中
国
を
日
本
の
側
か
ら
の
み
見
る
の
だ

が 、
中
国
大
陸
内
部
か
ら
見
た
ら
ど
う
な
の
か 。
あ
るい
は
革

命国
家
の一
員
と
し
て
見た
ら
ど
う
な
の
か 、
とい
う
問
題
を

同
時に
考
え
てい
か
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

－
福
田

二
十一
世
紀
委
員
会の
石
川
先
生
が 、
「
日
本
が

中
国に
与
え
る
物 、が
あ
る
聞は 、
中
国は
今の
よ
う
な
態度
を

続
け
る
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
そ
れ
が
無
く
なっ
た
と
き
に

は 、
態
度
を
変
え
る
か
もし
れ
ない」
と
言っ
てい
た ，

－
平田

し
か
し 、
そ
れ
ま
で
に
は
相当
時
聞が
か
か
る
と

思
う 。

－
井
尻

ア
メ
リ
カ
で
は 、
中
国
人
留学
生
を大
き
く

受
け

入
れ
て
き
てい
る
が 、
国
費
とい
う
か 、
ア
メ
リ
カ
の
各
大
学

の
奨
学
金
を
得
て
中
国
政
府
派
遣
生
とい
う
形で
来
る
留
学
生

と 、
私
費とい
う
か 、
在
米
華
人親
類
縁
者
の
資
金
援
助で
来

る
留
学
生
とで
は
考え
方
が
違
う 。
前
者は 、
政
府
の
立
場
を

代
弁
する
と
言
わ
ない
ま
で
も 、
原
則
論
を
述べ
るこ
と
が
多

く 、
政
治的に
デリ
ケ
ー
ト

な
質
問
を
す
る
と
軽く
逃
げ
ら
れ

て
し
ま
う 。
し
か
し 、
後
者は 、
ど
ち
ら
とい
う
と
反
体
制
的

で
あ
り 、
「
部
小
平が
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ない
よ

う
な
体
制
の
固に
帰
国
するつ
も
りは
ない」
といっ
た
発
言

まで
飛び
出
し
て
く
る 。

近
代
化
の
問
題につ
い
て
は 、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
界は
市
場

へ
の
期
待
が
あ
る 。
し
か
し 、
ア
メ
リカ
の
中
国
研
究
者は 、

中
国
の
近
代
化
を
悲
観的に
考え
てい
る 。
た
だ 、
日
本
と
中

国と
の
関
係
を考
え
る
と 、
最近
の
日
中
関
係は
深まっ
てい

る
よ
う
に
見
え
る
し 、
中
国
の
指
導
者
自
身
が
日
中
関
係
を
米

中 、
中ソ
関
係
よ
り
優
先
する
と
言い
始め
てい
る
点に
重
大

な
関
心
を
示
し
てい
る 。
つ
ま
り 、
「
太
平
洋時
代」
と
言
わ

れ
る
な
か
で 、
日
中が
提
携し
て
同
地
域で
の
ゆ
る
や
か
な
地

域
連
合
を
形
成
す
る
う
えで 、
重
要
な
役
割
を果
た
し
てい
く

の
で
は
ない
か
とい
う
見
方が
あ
る
反
面 、
そ
れ
が
行き
過
ぎ

る
と
「
汎ア
ジ
ア
主
義」
の
再来
と
な
る
の
で
は
ない
か
とい

う
懸
念
を
も
持っ
てい
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

《
中
国
人
は
貨
幣
経
済の
練達
な
民
族》
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－
田
中

満
鉄
の
総
裁で
あっ
た
松
岡
洋
祐
氏 、が 、
「
日
本

人で
中
国
を
知っ
てい
る
と
言
う
人
がい
た
ら 、
凡
そ
その
人

は
中
国
を
知
ら
ない」
と
言っ
たこ
と
が
ある 。
実
際に 、
日

本人
の
よ
う
な
単一
民
族で 、
小さ
な
島
国
の
人聞
に
は
考え

ら
れ
ない
よ
う
なこ
と
が 、
中
国に
は
ある
と
思
う 。

ま
た 、
中
国
人
ほ
ど
貨
時
経
済
の
中で
練
達
な
民
族は
ない

よ
う
に
思
わ
れ
る 。
日
本は
国
家
権
力
が
強
大で
き
ち
ん
と
し

てい
る
の
で 、
い
つ
で
も一
O
O
円
は一
O
O
円
と
し
て
考
え

るこ
と
が
で
き
る 。
戦
前
私
は 、
中
国に
い
た
頃 、
園
内
旅
行

をし
た 。
我々
日
本
人
は 、
お
金を
使
う
だ
け
使っ
て
最
後に

は
無
く
な
る 。
し
か
し 、
中
国
人
は 、
港の
両
替
屋でレ
l
ト

を
考
え
て
両
替
し
な
が
ら
旅
行
を
す
る 。
彼
ら
は
旅
行
をし

て 、
お
み
や
げ
ま
で
買っ
て
戻っ
て
来
て
も 、
お
金は
全
く

減っ
てい
ない
ので
ある 。

今
の
話は 、
私の
個
人
的
な
体験
だが 、
こ
れ
が
今日
の
特

別
区
の
経
済に
も
生
か
さ
れ
てい
る 。
日
本
人に
は
と
て
も
思

い
つ
か
ない
よ
う
な
方
法で 、
経
済 、が
動か
さ
れ
てい
る 。
中

、
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国
は
長い
伝
統
が
あ
り 、
共
産
主
義
の
時
代
も 、
日
本が
暴
れ

た
時
代
も 、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
ある 。
日
本
人
の
将
来
を
考え

る
単
位は一
O年
ぐ
らい
だ
が 、
中
国
人
の
単位
は一
O
O
年

で
あ
る 。
そ
うい
う
背畏
を
考え
て
中
国
を
見な
け
れば
な
ら

ない
と
思
う 。

私
が
今一
番
注目
し
てい
る
の
は 、
軍
の
司
令
官
が
経
済
行

為
を
優
先
さ
せ
る
とい
う
問
題で
ある 。
そ
う
す
れ
ば 、
軍の

権
力で
原
料は
入
る
し 、
流
通
面で
も得
する
の
で 、
中
央
政

府
の
統
括
が
不
可
能
な
状
態
に
な
る
よ
う
な
気が
す
る ＠

（
文
責”
事
務
恩
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一 ．
中
国
の
開
放
経
済
政
策は 、
ポ
ス
ト

部
小
平で
多
少
派

閥
は
あっ
て
も 、
毛
沢
東
時
代
に
戻
るこ
と
は
な
か
ろ

－フ。理
由
ll

中
国
の一
O
億
民
衆
の
大
部
分が 、
開
放
経

済の
恩
恵
を
受
け
た
の
で 。

二 ．
中ソ
和
解が
進
む
と
し
て
も 、
一
枚
岩
の
団
結に
まで

は
戻る
まい
ハ
短
期〉 。

理由
｜｜ベ
ト

ナム 、
カン
ボ
ジ
ア
問
題で 、
完
全
対

立
し
てい
るベ
トナム

情
勢がバ
ロ
メ
ー

タ
ー 。

三 ．
中ソ
関
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中
国
の
国
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け
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ほ
ど 、
完

全一
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岩に
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長
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